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フットサルを楽しむ子どもたち�

浄谷町のひまわりの丘公園に１０月５日、約１２０
平方メートルに芝生をはった多目的広場がオープンし、
サッカーのミニ版「フットサル」のゴール２組を設置
し、記念ゴールキックなどで祝いました。�
セレモニー終了後、市サッカー協会主催の「親と子
のエンジョイサッカースクール」も開かれ、市内小学
１年から３年生の親子６５組が芝生の上で、フットサ
ルの初プレーを楽しみました。�

オープンを記念してゴールキック�

●日経「第３回行政サービス調査」�
　　　　　　　　サービス度ランキング�
●（教育委員会特集）学校・園が輝いています�
●市長への手紙・男女共同参画社会推進条例制定�
●短歌「上田三四二賞」作品募集・市文化祭�
●ふれあいひろば�
●まちのわだい�
●くらしの相談箱・ハートフルファーマー�
●暮らしの情報�
●好古館と文化財・ハートフルウォーキングデー�
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ラ
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ク
イ
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ラ
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イ
ン
）
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し
た
。�

日
本
経
済
新
聞
（
平
成
１４
年
９
月
２３
日
付
）
の
全
国
６
７
５
都
市
と

東
京
２３
区
を
対
象
と
し
た
「
第
３
回
行
政
サ
ー
ビ
ス
調
査
」
に
お
い
て
、

公
共
料
金
や
福
祉
・
教
育
な
ど
行
政
サ
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キ
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い
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総
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価
で
６
９
８
都
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位
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ラ
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イ
ン
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畿
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は
６
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ン
ク
イ
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し
た
。�

全
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日
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経
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府県�得点�自治体名�

1�

2�

2�

4�

4�
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（京都）�

（大阪）�

（兵庫）�

（京都）�

（兵庫）�

（滋賀）�

�

86.5�

86.0�

86.0�

85.0�

85.0�

84.5
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6�
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9�

9

茨木市�

小野市�

�
吹田市�

西宮市�
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（兵庫）�
�

（大阪）�

（兵庫）�

（兵庫）�
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84.5�
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84.0�
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豊中市�
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東　京�
東　京�
東　京�
愛　知�
東　京�
東　京�
東　京�
東　京�
東　京�
東　京�
東　京�
東　京�
茨　城�
福　岡�
埼　玉�
埼　玉�
東　京�
埼　玉�
東　京�
東　京�
愛　知�
京　都�
岐　阜�
北海道�
埼　玉�
埼　玉�
千　葉�
千　葉�
東　京�
長　野�
長　野�
大　阪�
兵　庫�
栃　木�
埼　玉�
東　京�
新　潟�
富　山�
岐　阜�
静　岡�
愛　知�
神奈川�
埼　玉�
埼　玉�
埼　玉�
埼　玉�
東　京�
東　京�
神奈川�
新　潟�
石　川�
長　野�
静　岡�
愛　知�
京　都�
兵　庫�
広　島�
東　京�
東　京�
東　京�
栃　木�
埼　玉�
埼　玉�
埼　玉�
千　葉�
東　京�
東　京�
長　野�
長　野�
愛　知�
滋　賀�
大　阪�
�
�
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栃　木�
東　京�
�

94.0�
93.0�
91.0�
91.0�
90.5�
89.5�
89.5�
89.0�
88.0�
88.0�
88.0�
88.0�
87.5�
87.5�
87.0�
87.0�
87.0�
86.75�
86.5�
86.5�
86.5�
86.5�
86.25�
86.0�
86.0�
86.0�
86.0�
86.0�
86.0�
86.0�
86.0�
86.0�
86.0�
85.5�
85.5�
85.5�
85.5�
85.5�
85.5�
85.5�
85.5�
85.25�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
85.0�
84.75�
84.75�
84.75�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
84.5�
�
�
84.5�
84.25�
84.25

武蔵野市�
三 鷹 市 �
羽 村 市 �
刈 谷 市 �
千代田区�
中 央 区 �
福 生 市 �
稲 城 市 �
文 京 区 �
世田谷区�
府 中 市 �
調 布 市 �
日 立 市 �
北九州市�
深 谷 市 �
越 谷 市 �
西東京市�
新 座 市 �
板 橋 区 �
江戸川区�
豊 田 市 �
京田辺市�
関     市 �
千 歳 市 �
秩 父 市 �
加 須 市 �
市 川 市 �
浦 安 市 �
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諏 訪 市 �
駒 ケ 根 市 �
豊 中 市 �
伊 丹 市 �
足 利 市 �
狭 山 市 �
北     区 �
柏 崎 市 �
富 山 市 �
大 垣 市 �
伊 東 市 �
新 城 市 �
大 和 市 �
所 沢 市 �
蕨     市 �
戸 田 市 �
入 間 市 �
立 川 市 �
あきる野市�
川 崎 市 �
上 越 市 �
金 沢 市 �
大 町 市 �
静 岡 市 �
豊 橋 市 �
綾 部 市 �
姫 路 市 �
広 島 市 �
渋 谷 区 �
狛 江 市 �
多 摩 市 �
日 光 市 �
川 越 市 �
東松山市�
吉 川 市 �
千 葉 市 �
日 野 市 �
国分寺市�
松 本 市 �
茅 野 市 �
春日井市�
大 津 市 �
茨 木 市 �

　 �
�高 梁 市 �

佐 野 市 �
台 東 区 �

�

小 野 市 � 兵　庫�
�

84.5�
�
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市
で
は
、
乳
幼
児
医
療
分
野
で

の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
平
成

１５
年
度
か
ら
３
歳
未
満
の
育
児
に

励
む
家
庭
の
医
療
費
自
己
負
担
分

の
無
料
化
（
所
得
制
限
あ
り
）
の

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。�

こ
れ
ま
で
か
ら
、
子
育
て
支
援

と
し
て
、
医
療
費
の
自
己
負
担
３

割
を
県
の
助
成
制
度
と
合
わ
せ
、

入
院
に
つ
い
て
は
、
就
学
前
児
童

ま
で
負
担
な
し
、
外
来
は
０
歳
児

が
負
担
な
し
、
１
歳
か
ら
就
学
前

児
童
ま
で
を
１
割
負
担
に
抑
え
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
１０
月

か
ら
の
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療

費
自
己
負
担
が
３
割
か
ら
２
割
に

な
っ
た
た
め
、
今
回
の
無
料
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
を

進
め
ま
す
。�

���　
出
生
児
に
対
し
て
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
時
の
助
成
（
１
０

０
０
０
円
の
補
助
券
）
を
し
て
い

ま
す
。�

���　
市
内
保
育
所
で
は
、
乳
児
保
育
・

一
時
保
育
・
延
長
保
育
・
休
日
保

育
等
に
利
用
す
る
人
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

実
施
し
て
い
ま
す
。�

���　
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の

小
学
校
低
学
年
児
童
を
対
象
に
、

小
学
校
の
教
室
を
利
用
し
て
、
放

課
後
の
生
活
の
場
を
確
保
し
、
運

動
や
遊
び
を
通
し
て
生
活
習
慣
等

を
学
び
ま
す
。�

���　
双
子
・
三
つ
子
の
出
生
の
増
加

に
伴
い
、
平
成
１１
年
度
よ
り
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
同
士
が
交
流
す
る
中
で
、

悩
み
や
育
児
の
工
夫
、
楽
し
さ
を

話
し
合
え
る
機
会
で
す
。�

���　
乳
幼
児
育
児
不
安
の
相
談
・
子

育
て
相
談
・
児
童
相
談
・
母
子
家

庭
相
談
・
不
登
校
児
童
生
徒
の
悩

み
相
談
（
広
報
２５
ペ
ー
ジ
詳
細
）

な
ど
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
今
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
児

童
館
「
チ
ャ
イ
コ
ム
」
は
、
少
子

化
や
核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進

出
等
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
、
児
童
を
と
り
ま
く
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
子
育

て
を
社
会
全
体
で
支
援
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
育
み
、
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
「
子
育
て
の
拠
点
」

と
し
て
出
発
し
た
施
設
で
す
。�

　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
元
気
な
子
ど

も
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。�

○
遊
戯
室
�

　
い
ろ
い
ろ
な
遊
具
が
あ
り
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
や
、
異
年
齢
時
と

の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
遊
戯
室

い
っ
ぱ
い
に
、
に
ぎ
や
か
な
歓
声

が
ひ
び
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。�

○
幼
児
室
�

　
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
、
親
子
と
も
ど
も
気
分
爽
快
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。�

○
図
書
室
�

　
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
絵

本
や
、
育
児
専
門
書
等
が
あ
り
、

親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

○
集
会
室
�

　
親
子
が
簡
単
な
手
作
り
作
品
に

挑
戦
。
創
造
・
創
作
活
動
の
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。�

○
相
談
室
�

　
専
門
員
に
よ
る
、
子
育
て
中
の

親
の
相
談
（
健
康
・
悩
み
）
事
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。�

▼
開
館
時
間
　
９
時
３０
分
か
ら
１７

時
３０
分
�

▼
休
館
日
　
な
し
（
た
だ
し
、
年

末
年
始
は
休
み
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
児
童
館（
　

　
８
５
８
８
）�

｜
子
育
て
支
援
を
進
め
ま
す
｜
�

３
歳
未
満

歳
未
満
の
医
療
費
負
担

医
療
費
負
担
を
�

　
　
　
　
平
成

　
　
　
　
平
成
１５
年
度
年
度
か
ら
無
料
化

無
料
化
！
�

３
歳
未
満
の
医
療
費
負
担
を
�

　
　
　
　
平
成
１５
年
度
か
ら
無
料
化
！
�

ご
存
じ
で
す
か
？
�

「
子
育
子
育
て
支
援
事
業

支
援
事
業
」
�

ご
存
じ
で
す
か
？
�

「
子
育
て
支
援
事
業
」
�

子
育
て
の
拠
点
施
設

子
育
て
の
拠
点
施
設
�

�
市
立
児
童
館

市
立
児
童
館
「
チ
ャ
イ
コ
ム
」

「
チ
ャ
イ
コ
ム
」�

子
育
て
の
拠
点
施
設

子
育
て
の
拠
点
施
設
�

�
市
立
児
童
館

市
立
児
童
館
「
チ
ャ
イ
コ
ム
」

「
チ
ャ
イ
コ
ム
」�

子
育
て
の
拠
点
施
設
�

�
市
立
児
童
館
「
チ
ャ
イ
コ
ム
」�

○�６３�

元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
�

８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
児
童
館
「
チ
ャ
イ
コ
ム
」�

出
生
児
に
対
す
る

出
生
児
に
対
す
る
�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
助
成

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
助
成
�

出
生
児
に
対
す
る
�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
助
成
�

保
育
所
で
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

保
育
所
で
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
�

対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
�

保
育
所
で
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
�

対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
�

小
学
校
低
学
年
児
童
の

小
学
校
低
学
年
児
童
の
�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
 学
童
保
育
開
設

学
童
保
育
開
設
�

小
学
校
低
学
年
児
童
の
�

　
　
　
　
　
 学
童
保
育
開
設
�

ツ
イ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ

ツ
イ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
�

ツ
イ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
�

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
�

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
！

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
！
�

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
�

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
！
�
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学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の

夢
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
総
合
学
習
は
、「
か
が
や

き
タ
イ
夢
」
と
命
名
し
ま
し
た
。�

今
年
の
６
年
生
は
、「
み
ん
な

仲
良
く
共
に
生
き
る
社
会
を
創
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
２９
班
に
分
か

れ
て
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

達
人
を
招
い
て
の
「
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
」
や
、
地
域
の
達
人
に
学
ぶ
「
ア

ク
シ
ョ
ン
デ
ー
」
の
活
動
は
す
っ

か
り
定
着
し
、
か
が
や
き
タ
イ
夢

は
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
ぶ

絶
好
の
機
会
と
し
て
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。�

基
礎
学
力
の
確
か
な
定
着
を
め

ざ
し
て
、
四
則
計
算
を
中
心
に
百

ま
す
計
算
を
週
３
回
実
施
し
て
い

ま
す
。�

○
計
算
す
る
時
間
も
速
く
な
っ
て

き
た
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

の
時
間
が
待
ち
遠
し
い
。（
児
童
）�

○
計
算
力
の
向
上
は
無
論
の
こ
と
、

集
中
力
も
増
し
、
他
の
教
科
に

も
良
い
成
果
が
出
て
い
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
職
員
）�

○
家
庭
学
習
の
目
つ
き
が
変
わ
っ

て
き
た
。
繰
り
返
し
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
。
　
　（
保
護
者
）�

小
野
東
小
学
校
の
児
童
は
、「
か

が
や
き
タ
イ
夢
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ

タ
イ
ム
」
が
大
好
き
で
す
。�

防
空
壕
づ
く
り
�

（
汗
び
っ
し
ょ
り
の
初
体
験
）
�

「オンリーワン教育（特色ある学校）」「開かれた学校」「読み・書き・計算の重視」
「少人数授業や複数指導」「総合的な学習の時間」「社会人特別講師の招へい」。
市内の学校・園は、「生きる力」と「豊かな心」を育みながら、今、輝いています。�

調査学習（加古川線活性化に夢） 　　  チャレンジタイム（集中力がアップ）�

教育委員会特集�

学校・園が輝いています�学校・園が輝いています�学校・園が輝いています�学校・園が輝いています�
～「生きる力」を培うために～�

Ｑ１　今の学校教育について。�
（小野市「学校生活と新教育課程等の�
調査結果」より抜粋）�

Ｑ２　あなたは、算数（数学）が好きですか。�

○わくわくネットをお届けします！�

「
か
が
や
き
タ
イ
夢
」�

○
学
校
長
　
森
田
　
泰
啓
�

○
児
童
数
　
７
２
７
人
�

小
野
東
小
学
校
�

夢
が
広
が
る
総
合
学
習
�

今
年
か
ら「
チ
ャ
レ
ン
ジ
�

タ
イ
ム
」も
で
き
ま
し
た
�

（小学生）�

（中学生）�

（小学生）�

（中学生）�

＜学校生活＞�

楽しい�
43％�

まあ楽しい�
23％�

ふつう�
28％�

あまり�
楽しくない�
4％�

楽しくない�
2％�

あまり�
楽しくない�
7％�

楽しくない�
4％�

＜新教育課程＞�

（保護者）�

11

13

好き� どちらかと�
いうと好き�

ふつう� あまり�
好きでない�

0

5

10

15

20

25

30

35

0

10

20

30

40

50

60

70

好きでない�

好き� どちらかと�
いうと好き�

ふつう� あまり�
好きでない�

好きでない�

8 8
11
8 9

63

 6

17

6

30

11

42

9

16 15

48

10

24

16

40

12
15

20

39

1717
21

31

20

21

29

21

17

1213

21

30

24

12

18

21

26

22

１年� ２年� ３年�

１年� ２年� ３年�

４年� ５年� ６年�

不満�
9％�

満足�
4％�

ほぼ満足�
14％�

普通�
55％�

やや不満�
18％�

楽しい�
21％�

まあ楽しい�
33％�

ふつう�
35％�

ム
�

教育委員会は、学校・園の取組や様々な教育情報を、年３回（１１月・
２月・７月号）の「広報おの」に、「わくわくネット」として掲載します。�
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明
る
い
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
、
全
校
合
唱
の
歌
声
が
校

庭
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。�

本
年
度
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
校
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
市

民
音
楽
祭
等
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
一
段
と
自
信
と
意
欲

が
芽
生
え
て
い
ま
す
。�

全
校
合
唱
は
、本
校
の
伝
統
と
し
て
、生
徒
た
ち
に
と
っ

て
は
誇
り
で
あ
り
、
同
時
に
自
主
性
・
協
調
性
、
誇
り

豊
な
表
現
力
や
感
性
を
高
め
る
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。�

「
花
い
っ
ぱ
い
、鳥
い
っ
ぱ
い
、汗
い
っ
ぱ
い
、

人
い
っ
ぱ
い
、学
び
い
っ
ぱ
い
、夢
い
っ
ぱ
い
」�

養
護
学
校
は
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
応
じ
た
教
育
活
動
を
展

開
す
る
た
め
、
多
く
の
「
夢
い
っ
ぱ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
考
案
し
、
社
会
参
加
の
基
礎

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

毎
年
、
小
野
養
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
観

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
の
一
生
懸
命
な
姿
に
感
動
し
き
り
。

い
つ
も
堪
能
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

こ
れ
か
ら
も
、一
人
で
も
多
く
の
人

に
、
こ
の
感
動
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。�

誕
生
会
や
運
動
会
で
は
、
他
校
生

や
地
域
の
方
々
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、

心
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
演
奏
会

や
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
は
、
た
く
さ
ん
ご
来

場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

今
年
度
は
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育

発
表
会
」
で
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
披
露
し
ま

す
。�

「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」

と
言
え
ば
、
誰
も
が

北
海
道
稚
内
市
に
あ

る
稚
内
南
中
学
校
の

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
を
想

起
す
る
よ
う
に
、「
南

中
合
唱
」
と
言
え
ば

「
小
野
市
立
小
野
南

中
学
校
の
全
校
合
唱
」

と
、
多
く
の
人
に
認

知
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
大
き
な
夢
を
抱

い
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。�

花づくりのお手伝い、様々な芸術や料理等の特技の披露など、
子ども達と一緒に活動をしていただける方を募集しています。�
連絡先　小野養護学校　教頭（　　　２５７１）�

「
歌
声
の
響
き
合
う
学
校
」�

○
学
校
長
　
藤
原
　
隆
一
郎
�

○
生
徒
数
　
３
５
３
人
�

小
野
南
中
学
校
�

「
夢
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」�

○
学
校
長
　
石
井
　
喜
晴
�

○
児
童
生
徒
数
　
３１
人
�

小
野
養
護
学
校
�

全
校
合
唱
�

（
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
の
指
導
を
受
け
、�

今
年
は
一
段
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
）�

NHK全国学校音楽コンクール県予選（高いレベルで歌うことの楽しさを味わいました）�

オ
ペ
レ
ッ
タ
�

　
　
　（「
ゆ
き
ん
こ
」
の
上
演
）�

誕生会（来てくれてありがとう）�

いきいき小野養応援団（支援ボランティア）募集中�いきいき小野養応援団（支援ボランティア）募集中�いきいき小野養応援団（支援ボランティア）募集中�

▼
�

○�６６�

全
校
生
徒
の
歌
声
�

オ
ペ
レ
ッ
タ
参
加
者
の
声
�

生
徒
の
声
�

皆
さ
ん
と
の
交
流
が
楽
し
み
�

今
年
も
お
越
し
く
だ
さ
い
�

　
　
　
「
オ
ペ
レ
ッ
タ
」へ
�
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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
、
気

軽
に
直
接
市
長
へ
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、「
市
長
へ
の
手
紙
」

を
今
年
も
７
月
と
８
月
の
２
ヶ
月

に
わ
た
り
、
市
内
３１
ヶ
所
に
設
置

し
ま
し
た
。�

４
回
目
と
な
っ
た
今
年
の
総
数

は
、
１
６
３
通
（
１
８
０
件
）
と

昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
公
園
管

理
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の

中
で
も
今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
ひ
ま

わ
り
の
丘
公
園
へ
の
ご
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

い
た
だ
い
た
手
紙
は
、
全
て
市

長
が
最
初
に
拝
見
し
、
匿
名
の
方

を
除
き
、
す
べ
て
の
方
に
文
書
に

よ
り
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。�

皆
さ
ん
の
ご
意
見
は
、
施
策
へ

の
反
映
と
同
時
に
、
今
後
の
市
政

へ
の
貴
重
な
情
報
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

○
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
�

●
シ
ェ
ル
タ
ー
（
日
除
け
）
の
設

　
置
（
２
基
）�

●
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
改
善
（
１

　
１
２
台
↓
１
５
０
台
）�

●
遊
具
の
安
全
強
化
（
タ
ー
ザ
ン

　
ロ
ー
プ
の
安
全
柵
追
加
な
ど
）�

●
幼
児
用
の
遊
具
（
ブ
ラ
ン
コ
、

　
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
す
べ
り
台
）

　
の
設
置
�

●
時
計
塔
の
増
設
（
１
ヶ
所
）�

○
ア
ル
ゴ
に
子
供
用
ス
リ
ッ
パ
の

　
設
置
�

○
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
の
開
催
�

○
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
が
使
用
す
る
多
人
数
時
表
示
装

　
置
（
オ
ー
バ
ー
・
ヘ
ッ
ド
・
カ

　
メ
ラ
と
映
写
機
）
へ
の
補
助
�

○
市
民
参
画
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
バ
ス
検
討
委
員
会
の
設
置
�

○
市
民
参
画
に
よ
る
（
仮
称
）
う

　
る
お
い
交
流
館
（
音
楽
ホ
ー
ル

　
を
含
む
）
検
討
委
員
会
の
設
置
�

○
大
部
小
学
校
に
学
童
保
育
の
開

　
設
�

○
市
民
病
院
の
小
児
科
に
授
乳
室

　
設
置
�

○
コ
ミ
セ
ン
下
東
条
の
階
段
に
手

　
す
り
設
置
�

ひまわりの丘公園内に設置されたシェルターと時計塔�

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
�

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
は

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
は
�

　
　
　
　
　
　
市
の
事
業
へ
反
映
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
市
の
事
業
へ
反
映
し
ま
す
！
�

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
は
�

　
　
　
　
　
　
市
の
事
業
へ
反
映
し
ま
す
！
�

「
市
長
へ
の
手
紙
」
実
施
結
果
ま
と
ま
る
�

●平成14年度「市長への手紙」対応区分別割合�

内 容 別 件 数 上 位 10 項 目 �

その他（13％）� 長期施策へ反映（11％）�

対応不可対応不可（12％）�対応不可（12％）�

支援または協働（2％）�

関係機関�
協議要（5％）�

直ちに対応対応（1515％）�直ちに対応（15％）�

短期施策短期施策へ反映反映（11％）�短期施策へ反映（11％）�
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こ
の
条
例
づ
く
り
で
は
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
よ
う
と
男
女
共
同

参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
の
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
意
見
収
集
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議
に
は

か
り
、
提
言
を
い
た
だ
き
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
条
例
の
名
称
を
、「
小
野
市
は
ー
と
・
シ
ッ
プ
（
男
女
共
同
参

画
）
社
会
推
進
条
例
」
と
し
ま
し
た
。�

　
市
、
市
民
、
各
種
団
体
・
事
業

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
責
任
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め

に
制
定
し
ま
し
た
。�

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
、

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
性
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
家
庭
、

職
場
、
地
域
等
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
対
等
に
参
加
し
、
等
し

く
利
益
を
受
け
、
共
に
責
任
を
担

い
合
う
こ
と
で
す
。�

　「
は
ー
と
・
シ
ッ
プ
」
は
、
ハ
ー

ト
フ
ル
シ
テ
ィ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
・

シ
ッ
プ
を
合
わ
せ
て
小
野
市
で
は
、

男
女
共
同
参
画
を
表
わ
す
愛
称
と

し
て
い
き
ま
す
。�

〔
市
〕�

　
男
女
共
同
参
画
の
意
義
を
広
報

し
、
施
策
の
推
進
を
図
り
、
男
女

共
同
参
画
理
念
を
損
な
う
行
為
に

対
し
て
積
極
的
な
改
善
策
の
実
施
。�

〔
市
民
〕�

　
家
庭
お
よ
び
地
域
活
動
に
お
い

て
、
性
差
別
お
よ
び
性
別
役
割
分

担
意
識
を
取
り
払
う
。�

〔
各
種
団
体
・
事
業
者
〕�

　
事
業
ま
た
は
団
体
の
活
動
に
お

い
て
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
ま

た
は
こ
れ
を
理
由
と
す
る
不
合
理

な
区
別
を
し
な
い
。�

●
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議

　
の
設
置
�

●
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
促

　
進
�

●
男
女
共
同
参
画
教
育
推
進
員
の

　
設
置
�

●
苦
情
お
よ
び
相
談
へ
の
対
応
�

　
全
て
の
市
民
が
、
お
互
い
に
尊

重
し
、
信
頼
し
、
協
力
し
合
え
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

　小野市民は、性別に関わりなく、自らの自由な選
択と責任のもと、その能力を発揮して生きることを
保障される。�
　性別役割分担の考え方や性を理由とする偏見及び
中傷は、小野市の施策のみならず、教育、労働、家
庭生活等あらゆる分野において排除されるよう強く
要求される。真の意味での「男女共同参画社会」を
実現するためには、市民に深く根ざした可能性のあ
る性差意識と悪しき慣習を刷新しなければならない。�
　小野市が、今後も活力ある共同体社会を維持及び
促進していくためには、これらの課題を克服し、個
人がその持てる能力を最大限に発揮できるようにす
る必要がある。�
　小野市においては、「男女平等」が人類普遍の原
理であることを確認し、すべての市民がお互いに尊
重し、信頼し、協力し合える「はーと・シップ（男
女共同参画）社会」を実現することを宣言する。�

な
ぜ
、条
例
条
例
が
必
要
必
要
な
の
？
�

な
ぜ
、条
例
が
必
要
な
の
？
�

男
女
共
同
参
画
と

男
女
共
同
参
画
と
は
？
�

男
女
共
同
参
画
と
は
？
�

は
ー
と
・
シ
ッ
プ
社
会
と

プ
社
会
と
は
？
�

は
ー
と
・
シ
ッ
プ
社
会
と
は
？
�

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
責
任
は
？
�

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
は
？
�

特
色
的

特
色
的
な
こ
と
は
？
�

特
色
的
な
こ
と
は
？
�

目
指
目
指
し
て
い
る
社
会

る
社
会
は
？
�

目
指
し
て
い
る
社
会
は
？
�

〝
男
女
平
等
社
会
〞

〝
男
女
平
等
社
会
〞を
推
進
推
進
し
よ
う
！
�

〝
男
女
平
等
社
会
〞

〝
男
女
平
等
社
会
〞を
推
進
推
進
し
よ
う
！
�

〝
男
女
平
等
社
会
〞を
推
進
し
よ
う
！
�

小
野
市

小
野
市
は
ー
と
・
シ
ッ
プ（
男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
）�

社
会
推
進
条
例

社
会
推
進
条
例
を
制
定
制
定
し
ま
し
た
！
�

小
野
市
は
ー
と
・
シ
ッ
プ（
男
女
共
同
参
画
）�

社
会
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
！
�

条例前文�

市�

連携�

参画�
と�
協働�

市民�

男女共同参画�
推進本部�

男女共同参画�
推進市民会議�

●はーと・シップ社会推進体制図�

小野市はーと・シップ（男女共同参画）社会の実現�

・
施
策
の
策
定
お
よ
び
推
進
�

・
積
極
的
な
啓
発
�

・
情
報
収
集
お
よ
び
調
査
を
 

　
実
施
�

・
積
極
的
改
善
策
の
推
進
�

意
識
改
革
と
協
力
�

各種団体�
・�

事業者�

性
差
別
の
排
除
と
協
力
�

　条例の全文は、ホームページに掲出しています。�
（http://www.city.ono.hyogo.jp/̃danjo/ ）�

▼
�
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○�６３�

匠
台
の
小
野
流
通
等
業
務
団
地

に
、
大
手
パ
ン
・
菓
子
メ
ー
カ
ー

の
フ
ジ
パ
ン
（株）
（
名
古
屋
市
）
の

工
場
進
出
が
決
ま
り
、
１０
月
１７
日

（木）
、
市
役
所
市
長
応
接
室
に
お
い

て
土
地
譲
渡
契
約
の
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。�

当
市
に
は
、
小
野
流
通
等
業
務

団
地
（
３２
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
小
野

工
業
団
地
（
９４
.
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
２
産
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。
小

野
工
業
団
地
は
２７
区
画
で
、
昨
年

１１
月
ま
で
に
全
区
画
が
完
売
し
ま

し
た
。�

一
方
、
小
野
流
通
等
業
務
団
地

で
は
、
ア
シ
ッ
ク
ス
商
事
や
オ
ー

ビ
ー
ビ
ー
な
ど
の
４
社
（
６
区
画
）

が
既
に
操
業
し
て
お
り
、
フ
ジ
パ

ン
が
２
区
画
に
立
地
す
る
こ
と
で
、

全
１２
区
画
の
う
ち
８
区
画
が
埋
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

２
つ
の
産
業
団
地
全
体
で
み
る

と
、
充
足
率
が
９７
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
、
今
後
は
残
り
の
４
区
画
の

早
期
完
売
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。�

◎
フ
ジ
パ
ン
（株）
�

愛
知
県
名
古
屋
市
に
本
社
が
あ

り
、
全
国
に
１５
の
営
業
所
と
４１
の

工
場
を
持
つ
大
手
パ
ン
製
造
会
社

で
す
。
菓
子
パ
ン
お
よ
び
惣
菜
パ

ン
等
の
製
造
加
工
を
行
う
予
定
で

す
。�

▼
工
事
着
工
　
平
成
１５
年
２
月
�

▼
操
業
開
始
　
平
成
１６
年
２
月
�

▼
従
業
員
　
約
２
１
０
名
�

広
報
・
新
聞
等
で
愛
称
を
募
集

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
２
１
８
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
白
雲
谷
温
泉
に
ふ
さ
わ
し
く
、

親
し
み
や
す
い
愛
称
と
し
て
『
ゆ

ぴ
か
』
に
決
定
し
ま
し
た
。�

こ
の
愛
称
は
、
①
太
陽
光
に
照

ら
さ
れ
輝
く
森
と
、
白
雲
谷
池
の

水
面
、
②
太
陽
光
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
た
清
潔
で
明
る
い
施
設
、

③
太
古
の
地
層
か
ら
う
ぶ
ご
え
を

あ
げ
た
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
湯
（
優

秀
な
泉
質
）、
④
温
泉
に
入
っ
て

ぴ
か
ぴ
か
に
な
っ
た
肌
、
⑤
温
泉

に
入
っ
て
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
（
ひ
と
み
輝
く
明
日
へ
の
希

望
）、
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま

え
て
い
ま
す
。�

こ
の
愛
称
を
応
募
さ
れ
た
方
は
、

福
住
町
在
住
の
前
田
晴
菜
さ
ん
（
中

番
小
６
年
）
で
す
。�

小
野
市
が
生
ん
だ
著
名
な
歌
人

「
上
田
三
四
二
」
の
功
績
を
讃
え

て
開
催
し
て
い
る
、
第
１４
回
短
歌

「
上
田
三
四
二
賞
」
の
作
品
を
全

国
公
募
で
募
集
し
て
い
ま
す
。�

「
短
歌
の
ま
ち
　
小
野
」
を
全

国
発
信
す
る
た
め
、
盛
大
な
発
表

会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。�

▼
作
品
　
自
作
未
発
表
作
品
で
、

一
人
一
首
に
限
り
ま
す
。�

▼
応
募
料
　
一
般
の
部
　
１,
０

０
０
円
�

（
郵
便
小
為
替
を
作
品
に
同
封

し
て
く
だ
さ
い
）�

小
・
中
・
高
校
生
の
部
　
無
料
�

▼
応
募
期
間
　
１１
月
１
日
か
ら
平

成
１５
年
２
月
２８
日
（
小
・
中
・
高

校
生
の
部
は
、
１
月
２０
日
）
当
日

消
印
有
効
�

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
よ

り
お
願
い
し
ま
す
。（
要
項
ご
入

用
の
方
は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）。�

な
お
、
小
・
中
・
高
校
生
の
部

は
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。�

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
�

m
iyoji-aw

ard@
city.ono.hyogo.jp

）�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.ono.hyogo.jp/̃�

kyoiku/m
iyojisyo/ueda.htm

l�

▼
選
者
　
馬
場
あ
き
子
先
生
�

　
　
　
永
田
　
和
宏
先
生
�

　
　
　
米
口
　
　
實
先
生
�

▼
発
表
会
　
平
成
１５
年
５
月
２４
日

（土）
（
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
（
　

　
２
４
４
５
）�

平
成
１６
年
春
オ
ー
プ
ン（
予
定
）の
�

　
　
　
　
　
　
　
白
雲
谷
温
泉
�

あ
な
た
の
想
い
を

あ
な
た
の
想
い
を
�

　
　
　
三
十
一
文
字
に
こ
め
て
！

　
　
　
三
十
一
文
字
に
こ
め
て
！
�

あ
な
た
の

あ
な
た
の
想
い
想
い
を
�

　
　
　
三
十
一
文
字
に
こ
め
て
！

三
十
一
文
字
に
こ
め
て
！
�

新
た
に

新
た
に
フ
ジ
パ
ン

フ
ジ
パ
ン
（株）（株）
が
進
出
決
定

が
進
出
決
定
�

新
た
に

新
た
に
フ
ジ
パ
ン

フ
ジ
パ
ン
（株）（株）
が
進
出
決
定

が
進
出
決
定
�

新
た
に
フ
ジ
パ
ン
（株）
が
進
出
決
定
�

操
業
開
始
は
�

　
平
成
１６
年
２
月
の
予
定
�

フ
ジ
パ
ン（
株
）の
建
設
用
地
�

　
　
　
　
　
　（
流
通
等
業
務
団
地
・
匠
台
）�

第
１４
回
短
歌
「
上
田
三
四
二
賞
」
作
品
募
集
�

愛
称
愛
称
『
ゆ
ぴ
か
』

『
ゆ
ぴ
か
』
に
決
定
！

に
決
定
！
�

愛
称
愛
称
『
ゆ
ぴ
か
』

『
ゆ
ぴ
か
』
に
決
定
！

に
決
定
！
�

愛
称
『
ゆ
ぴ
か
』
に
決
定
！
�

小
野
流
通
等
業
務
団
地
（
匠
台
）�

雇
用
拡
大
に
期
待
！
�

【完成予想図】�
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昨
年
の
市
民
音
楽
祭
�

秋
の
訪
れ
と
共
に
、
今
年
も
「
’０２
小
野
市
文
化
祭
」
が
各
会
場
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。�

こ
の
文
化
祭
は
、「
楽
し
く
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
の
芸
術
文
化
の
発
展
と
向
上
を
め
ざ
し
て
、
小
野
市
と
小

野
市
文
化
連
盟
な
ど
が
共
催
し
て
行
い
ま
す
。�

市
文
化
連
盟
に
加
入
し
て
い
る
各
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
発
表
会
、

展
示
会
を
通
じ
、
日
頃
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。�

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
秋
の
一
日
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
郷
土
の
芸
術
文
化
を
、
じ
っ

く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。�

郷
土
の
芸
術

郷
土
の
芸
術
・
文
化
に

文
化
に
�

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
�

郷
土
の
芸
術
・
文
化
に
�

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
�

日時・場所�

１１月３日（日）・�
柳風亭�

１１月３日（日）・�
商工会館４階�
大会議室�

１１月９日～１０日（日）�
市民会館小ホール�

１１月１０日（日）�
１１：３０～１２：００�
市民会館大ホール�

１１月１０日（日）�
１０：００～１５：３０�
市民会館大ホール�
�
１１月１０日（日）�
俳句大会�
　１２：００～１６：００�
短歌大会�
　１３：００～１６：００�
中央公民館２０１号
室、２０６号室�

内　　容�

茶道同好会員が「心ふれあう
一服のお茶」のお点前を披露
する。�
�

吟詠愛好者が一堂に会し、先
人の遺産である詩の心に従い
研鑽し、詩を読み、吟じる日本
口承芸術である吟詠大会を開
催する。�
�
季節の色と艶を一瓶一盤に盛
り合わせ、各流派が自然美、造
形美を相競って演出する華道
芸術。�
�

市の芸術文化の向上と発展に
貢献した個人・団体を表彰する。�
�

舞踊や民謡、邦楽、ジャズダン
スなどの１５団体が一堂に会し
趣向を凝らした華麗な舞台を
多彩に繰り広げる。�

�

自然の変化や日々の喜び、哀
しみを短い文字のしらべに託し、
寄せられた作品の発表と表彰
を行う。�

催 し（事業）�

市民大茶会�

�

第３０回小野市
吟詠連合会吟
道大会�

第３８回�
いけばな展�

市民文化賞�
表彰式�

�

市民芸能�
フェスティバル�

市民文芸大会�

日時・場所�

１１月１５日（金）�
　　　～１７日（日）�
９：００～１７：００�
（初日１３：００から、
最終日１５：００まで）�
市民会館小ホール�

１１月１７日（日）�
１３：００～１６：００�
市民会館大ホール�

１１月２２日（木）�
　　　～２４日（土）�
９：００～１７：００�
（初日１３：００から、
最終日１５：００まで）�
市民会館小ホール�

１２月５日（木）�
　　　　～８日（日）�
９：００～１７：００�
（最終日１５：００）�
小野市伝統産業会
館大研修室�

１２月６日（金）�
　　　　～８日（日）�
９：００～１７：００�
市民会館小ホール�

内　　容�

手のぬくもりと心のかよう手
工芸作品（アートフラワー）の
展示を行う。�
�

市内の音楽愛好家が一堂に
集い、日頃の成果を披露する。�
�

自然の景観ならびに、動植物
の写真等を通して、自然に親
しみ触れ合うことの素晴らしさ・
尊さを、広く紹介する。�

絵画、書道、写真、彫塑・工芸の
４部門で、創作活動に励む人達
の未発表の力作を、市内外か
ら一般公募し、入選作品の展
示を行う。�

カブスカウト団員の活動内容
ならびに団員が製作した版画
および写真をパネルに展示す
る。�

催 し（事業）�

アートフラワー展�

第１７回�
市民音楽祭�

第１８回�
自然写真展�

第２９回�
小野市美術展�

カブスカウト展�

2
0
0
2
 

小
野
市
文
化
祭
�

2
0
0
2
 

小
野
市
文
化
祭
�

▲
�

▲
�

昨年の市民芸能�
　　フェスティバル�

▲
�昨年の市民文化賞表彰式�
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よ
さ
こ
い
高
知
国
体
秋
季
大
会

が
１０
月
２６
日
か
ら
３１
日
ま
で
、
高

知
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

な
み
は
や
国
体
（
平
成
９
年
・

大
阪
）
で
優
勝
経
験
を
持
ち
、
今

回
で
３
回
目
の
出
場
と
な
る
県
立

小
野
高
校
の
小
西
真
里
教
諭
が
、

剣
道
成
年
女
子
の
部
に
出
場
さ
れ

ま
し
た
。�

ま
た
、
小
野
市
民
病
院
整
形
外

科
部
長
の
松
本
學
医
師
が
、
国
体

出
場
選
手
の
健
康
管
理
の
要
で
あ

る
帯
同
ド
ク
タ
ー
と
し
て
参
加
さ

れ
ま
し
た
。�

日
本
一
の
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー

ズ
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
を
１０
月

１９
日
（土）
、
ア
ル
ゴ
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。�

日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術

を
目
の
当
た
り
に
し
、
ス
ピ
ー
ド

と
高
さ
に
感
動
！
�

当
日
は
、
選
手
の
サ
イ
ン
色
紙

な
ど
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽
選

会
あ
り
、
握
手
会
あ
り
、
チ
ー
ム

と
の
ふ
れ
あ
い
を
満
喫
し
ま
し
た
。�

４
年
後
、
小
野
市
の
国
体
会
場

に
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
が
く
る
の
が
楽
し
み

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。�

が
ん
ば
り
ま
し
た
！！
�

○
競
泳
少
年
Ｂ
の
部
　
�

２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
　
�

第
４
位
　
塔
本
茂
貴
く
ん
（
育
ヶ

丘
町
）�

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
。
１１
月
か

ら
小
野
東
小
学
校
区
で
も
、「
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
」
が
誕
生
し
ま

す
。
老
い
も
若
き
も
み
ん
な
で
手

を
取
り
合
っ
て
楽
し
く
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
配
布
さ
れ

て
い
る
会
員
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１１
月
９
日
（土）
（
１０
時
か

ら
１７
時
ま
で
）・
１１
月
１０
日
（日）�（
１０

時
か
ら
１４
時
ま
で
）�

▼
場
所
　
小
野
東
小
学
校
体
育
館

前
（
第
２
回
ふ
れ
あ
い
タ
イ
夢
活

動
会
場
）�

※
１１
月
１０
日
以
降
も
、
随
時
受
付

　
を
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２４
日
（日）
　
１０
時
か

ら
�

▼
場
所
　
小
野
東
小
学
校
体
育
館
�

▼
内
容
　
ハ
イ
キ
ン
グ
、
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
、
よ
さ
こ
い
、
な
ど
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
２１
お
の
ひ
が
し
準
備
委
員
会（
委

員
長
　
増
田
・
　
　
３
０
９
６
）、

ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
小
野

市
推
進
委
員
会
事
務
局（
体
育
保

健
課
内
・
　
　
２
５
９
１
）�
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第
５７
回
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
秋
季
大
会
�

○�６３�

○�６２�

小野市民病院整形外科部長�
松本　學 医師� 小西　真里さん�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
�

○
夏
季
大
会
成
績
報
告

○
夏
季
大
会
成
績
報
告
�

○
夏
季
大
会
成
績
報
告
�

１１
月
に
誕
生
し
ま
す
！

月
に
誕
生
し
ま
す
！
�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
お
の
ひ
が
し

お
の
ひ
が
し
�

１１
月
に
誕
生
し
ま
す
！

月
に
誕
生
し
ま
す
！
�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
お
の
ひ
が
し

お
の
ひ
が
し
�

１１
月
に
誕
生
し
ま
す
！
�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
お
の
ひ
が
し
�

お
ま
た
せ

お
ま
た
せ
�

し
ま
し
た

し
ま
し
た
�

お
ま
た
せ
�

し
ま
し
た
�

会
員
大
募
集
�

設
立
総
会
・
イ
ベ
ン
ト
�

開設種目�

○活動内容�

活動時間� 活動場所�

月曜日�

火曜日�

火曜日�

木曜日�

金曜日�

土曜日�

卓　球�

太極拳�

バドミントン�

フットサル�

バドミントン�

ウォーキング�

１９：００～２１：００�

１９：３０～２１：００�

１８：００～２１：００�

２０：００～２２：００�

１８：００～２１：００�

小野東小学校体育館�

小野東小学校体育館�

アルゴ・スポーツセンター�

小野東小学校体育館�

小野東小学校体育館�

市主催ハートフルウォーキングに参加�

先月広報クイズの答え　①カウンター ②束帯 でした。たくさんのご応募ありがとうございました。�

６�７�５�１�３�８�０�５０�
円�

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１
�

小
野
市
役
所
内
�

広
報
ク
イ
ズ
係
�

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。�
①教育委員会では、特集「○○○○ネット」を年３回お届けします。�
②平成１６年春オープン予定の温泉の愛称「○○○」に決定しました。�
　◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、�
　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って�
　ください。�
　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。�
◆締 切 日　１１月２２日（金）（当日消印有効）�
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　いたずら大好き、甘え
んぼうちゃん。まいの笑
顔が家族の宝物です。い
っぱい遊んで、元気に大
きくなってね。�
　　　　（母　真理さん）
　�

　我が家のだいじなお姫
さま。３人の兄ちゃん達
もみんなアッコが大好き。
明るく元気に育ってね。�
　　　　　（母　純子さん）�
�

もと�まつ� あき�こ�

（王子町・１歳１ヶ月）�

　笑ってる顔も、泣いてい
る顔もキュートな蓮君　�
お兄ちゃんと元気いっぱ
い育ってね　�
　　　　　（母　優子さん）�

しら�いし� れん�

（敷地町・１歳１ヶ月）�

　 井上　まいちゃん�
いの�うえ�

ふじ�わら� だい�すけ�

（高田町・１歳１ヶ月）�

　 藤原　大輔ちゃん�
（王子町・１歳１ヶ月）�

　 白石　　蓮ちゃん�

　お兄ちゃんを泣かすや
んちゃ坊主！！心の強さと、
やさしさを持ったかっこ
いい男の子になってね！！
　　　　（母　あけみさん）�

　 松本　明子ちゃん�

竹
と
ん
ぼ
で
胸
を
躍
ら
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。
簡
単
な
竹
と
ん
ぼ
の

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
親
子
で
楽
し

く
空
高
く
飛
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

終
了
後
の
豚
汁
も
楽
し
み
に
ね
。�

▼
日
時
　
１１
月
１６
日
（土）
　
１０
時
か

ら
１２
時
�

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

下
東
条
運
動
場
�

▼
講
師
　
国
際
竹
と
ん
ぼ
協
会
姫

路
本
部
（
戎
子
　
良
雄
氏
）�

▼
対
象
　
児
童
・
幼
児
を
含
む
家

族
�

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
材

料
費
有
料
・
キ
ッ
ト
代
５
０
０
円
・

豚
汁
代
は
精
算
集
金
）�

▼
定
員
　
３０
組
�

▼
締
め
切
り
日
　
１１
月
１３
日
（水）
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）�

▼
申
し
込
み
　
官
製
は
が
き
、
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
参
加
希
望
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
。�

〒
６
７
５
｜
１
３
１
７
　
小
野
市

浄
谷
町
２
８
５
９
　
市
立
児
童
館

「
チ
ャ
イ
コ
ム
」子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
は
、
子
育

て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
　
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
７
０
２
０
）
へ
。�

しん�

○�６２�

このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。�
いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で�
　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。�
　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　�

ふれあいひろば�ふれあいひろば�ふれあいひろば�
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下東条中央保育園（美 幸代園長）の５歳児４０名が１０月
４日、垣田神社前の岸本喜克さん所有田で赤米の稲刈りを行い
ました。�
同園では、毎日食べているごはんが、どのようにして作られ、
食べれるようになるのか知らない子も多いことから、平成２年
から赤米の種をいただいたのがきっかけで、それ以降毎年、種
まきから収穫まで子ども達とともに行っています。�
その日刈り取った稲は、園に持ち帰り稲木にかけ、足踏式脱
穀機での脱穀、籾すりを行い、１２月のファミリー参観日と兼
ねて行われる収穫祭で、親子で「おにぎりづくり」や「もちつ
き」などを行います。�

小野保育所（田中道代園長）に大輪のひまわりの花がやっ
てきました。�
先月、ひまわりの丘公園で開催され好評だった「ハート

ランドフェスタ２００２」で共催された〝かかしフェスタ〟に
写真同好の市民で集う、写真の会が製作・出展し見事、第３
席・加西農業改良普及センター所長賞の栄誉を受けた、市
花の〝ひまわりの花〟をイメージした造形案山子です。�
解体を前に、フェスタが提唱した〝熱い想いと大きな夢〟

を園児に託されました。�
下来住町２組老人クラブ「曙」（山本修会長・９１名）
では９月１５日、敬老会を開催しました。�
当日は、会場の公会堂に会員の約半数の４５名が参加。
８０歳以上の高齢者の方々に正面ひな壇にお座りいた
だき、若手会員？が敬意を表してご接待。つまみ、お
寿司、ジュース、ビールを囲んで、「お互い元気でな
により、今もいいけど昔はもっと良かった」「何時ま
でも気持ちを若く持ちましょう」など、和気あいあい
に話がはずみ、楽しいひとときを過ごしました。�
同老人クラブでは、このほかにも毎月１日朝の歩こ
う会、年２回のＪＲ小野町駅の美化奉仕、親睦旅行、
健康づくりをかねたグランドゴルフ・ゲートボールな
ど多彩な活動を行っています。�

赤米の稲刈りを
体験！�赤米の稲刈りを
体験！�

赤米の稲刈りを
体験！�

下来住町２組老人クラブ�

＜まちの特派員（来住小学校区担当）中松正子さん＞�

＜まちの特派員（小野東小学校区担当）松本章さん＞�

か か し �

－小野保育所－�
大輪のひ

まわりの花がやってきた！
大輪のひ

まわりの花がやってきた！大輪のひ
まわりの花がやってきた！

～下東条中央保育園の園児ら～�

地域別の「敬老会」を開催！�地域別の「敬老会」を開催！�

「
じ
ょ
う
ず
に
稲
を
刈
れ
た
ヨ
」
�
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身
近
な
家
庭
生
活
か
ら
、
環
境

に
優
し
い
活
動
を
行
っ
て
も
ら
お

う
と
、
現
在
、「
い
き
い
き
エ
コ

家
族
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
中
島
さ
ん
（
上
本
町
）
の

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

中
島
さ
ん
が
エ
コ
活
動
に
関
心

を
持
た
れ
た
き
っ
か
け
は
、
昨
今

の
環
境
問
題
が
及
ぼ
す
人
体
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
不
安
を
感
じ
、

少
し
で
も
良
い
方
向
に
変
え
ら
れ

な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。�

身
近
な
取
組
み
と
し
て
以
下
の

こ
と
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。�

・
冷
蔵
庫
の
温
度
調
節
を
、
夏
場

（
中
）、
冬
場
（
弱
）
に
し
、
冷

凍
庫
は
年
中
（
中
）
に
し
て
お

く
。�

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か
す

と
き
、
鍋
や
茶
瓶
の
底
よ
り
ガ

ス
の
炎
が
は
み
出
さ
な
い
よ
う

に
す
る
。�

・
夏
場
は
、
茶
瓶
に
水
を
汲
ん
で

窓
辺
に
置
い
て
お
く
と
、
少
な

い
ガ
ス
量
で
お
湯
が
沸
か
せ
る
。�

・
一
週
間
の
献
立
表
を
作
り
、
必

要
以
外
の
も
の
は
買
わ
ず
使
い

切
る
。�

・
油
の
つ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
等
は

洗
剤
で
洗
う
前
に
広
告
紙
等
で

拭
き
取
っ
た
上
で
洗
う
。�

９月のハートフルウォーキングデーから�

今年は９月２１日（土）・２２日（日）の２日間開催された「第
７回諏訪湖ツーデーマーチ」。今年も元気に参加してき
ました。到着した日は、健康のまちづくり市民協議会の
皆さんが温かく出迎えてくださいました。�
大会当日は、小野市をＰＲしようとウォーカーの皆さ
んと一緒に参加者にプレゼントを配りました。天候は、
曇り空で暑すぎることなく、また寒すぎることなく、とて
も元気に歩くことができました。�
参加されたウォーカーの皆さんからも、「来年もまた
行きたいね」という声をたくさんいただきました。�
また、一方小野市では、オープン参加のウォーキングデー
となりました。皆さんに、いつも慣れ親しんだコースや
歩いてみたかったコースを好きな時間に一人で、家族、
または友人と歩かれました。�
９月はそれぞれの場所で、それぞれの仲間と楽しんだ
ウォーキングデーでした。�

エ
コ
知
識
�

○�６３�

○�６２�

電
気
製
品
を
使
っ
て
い
な
い
時

で
も
、
消
費
さ
れ
て
い
る
電
力
の

こ
と
。�

○
な
ぜ
待
機
時
消
費
電
力
が
生
じ

　
る
の
で
し
ょ
う
か
？
�

そ
れ
は
、
主
電
源
を
切
ら
な
い

限
り
、
機
器
の
本
体
が
リ
モ
コ
ン

か
ら
の
操
作
信
号
を
、
い
つ
受
け

て
も
い
い
よ
う
に
、
内
部
の
マ
イ

コ
ン
が
オ
ン
状
態
を
保
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。�

○
有
効
な
対
策
は
？
�

ま
ず
、
使
っ
て
い
な
い
機
器
は

こ
ま
め
に
主
電
源
を
切
り
、
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
習
慣

を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
ビ
デ
オ
や

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
の
よ
う
に
、
プ
ラ

グ
を
抜
い
て
し
ま
う
と
、
タ
イ
マ
ー

の
再
設
定
に
手
間
が
か
か
る
機
器

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
長
期

間
使
用
し
な
い
場
合
に
は
、
主
電

源
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
っ
て
、

金
銭
面
で
も
無
駄
が
省
け
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
家
族
の
方
も
節
電
・

節
水
が
習
慣
づ
い
て
い
ま
す
。�

皆
さ
ん
も
環
境
に
優
し
い
取
組

み
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、「
い
き
い
き
エ

コ
家
族
」
と
し
て
ご
応
募
し
て
い

た
だ
き
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
エ

コ
活
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
応
募
詳
細
は
、
広
報
お
の
９
月

号
の
１７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）�

▼
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民
福

祉
部
生
活
環
境
課
生
活
係
（
〒
６

７
５
｜
１
３
８
０
　
小
野
市
王
子

町
８
０
６
｜
１
　
　
　
３
３
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
９
０
４
０
　
Ｅ
メ
ー
ル

kankyo@
city.ono.hyogo.jp

）�

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
�

　
　
　
　
努
め
て
い
ま
す
！
�

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
�

　
　
　
　
努
め
て
い
ま
す
！
�

〜
上
本
町
の
中
島
さ
ん
宅
の
場
合
〜
�

あ
な
た
の
エ
コ
活
動
を
�

 
 
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
�

待
機
時
消
費
電
力
�

○待機時消費電力量の占める割合�

○１世帯当たりの年間待機時消費電力割合�

「諏訪湖ツーデーマーチ」と�
　　「オープンウォーキング」で�

家庭の消費電力量　90.6％�
4,227kWh／年・世帯�

その他�
20.0％（79.7kWh）�

家庭の待機時消費電力量　9.4％�
398kWh／年・世帯�

ビデオデッキ�
24.3％（96.6kWh）�

ガス給湯器�
12.4％（49.4kWh）�

オーディオコンポ�
12.4％（49.2kWh）�

ＦＡＸ付電話機�
5.9％（23.6kWh）�

テレビ�
5.8％（21.1kWh）�
�

留守番電話機�
4.5％（17.9kWh）�

衛星放送チューナー�
4.3％（17.2kWh）�

電子レンジ・電気オーブン�
4.2％（16.7kWh）�

冷暖房兼用エアコン�
3.4％（13.6kWh）�

高機能便座�
3.3％（13.1kWh）�
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○�６３�

市
で
は
、
今
年
７
月
か
ら
家
庭

か
ら
出
る
粗
大
ご
み
を
従
来
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
無
料
収
集
と
、

直
接
個
人
が
小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
す
る
方
法
に
加
え
て
、

市
職
員
が
戸
別
収
集
希
望
の
あ
る

家
庭
を
訪
問
し
、
有
料
で
収
集
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。�

�◎
申
し
込
み
方
法
�

①
希
望
者
は
、
電
話
で
品
目
、
数

量
等
収
集
申
し
込
み
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

②
市
か
ら
申
込
者
へ
電
話
で
、
収

集
日
時
、
品
目
、
数
量
等
を
確

認
し
ま
す
。�

③
収
集
は
、
本
人
立
会
い
の
も
と

に
実
施
し
、
そ
の
場
で
料
金
を

徴
収
し
て
引
き
取
り
ま
す
。�

④
収
集
は
、
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
と
し
て
い
ま
す
。�

⑤
廃
棄
品
は
、
玄
関
先
ま
で
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

�※
農
機
具
の
発
動
機
、
雑
穀
機
、

田
植
機
等
大
型
の
も
の
は
、
農

機
具
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。�

◎
対
象
者
�

概
ね
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

で
介
護
保
険
の
要
介
護
２
以
上
の

方
、
お
よ
び
身
体
障
害
者
世
帯
の

方
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
と
し
、
地
域

や
身
近
な
人
等
の
協
力
に
よ
る
「
ご

み
」
出
し
の
可
能
な
方
を
除
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�◎
申
し
込
み
方
法
�

①
本
人
、
も
し
く
は
代
理
人
か
ら

電
話
等
に
よ
り
受
付
を
し
ま
す
。�

②
市
か
ら
申
込
者
宅
を
訪
問
、
面

談
す
る
な
ど
調
査
を
行
い
、
収

集
が
可
能
か
ど
う
か
を
決
定
し

ま
す
。�

③
収
集
対
象
は
、
日
常
発
生
す
る

家
庭
可
燃
ご
み
で
、
毎
週
１
回
、

訪
問
収
集
し
ま
す
。�

④
訪
問
時
に
は
、
声
か
け
に
よ
る

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。�

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
�○�１８�

市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
（
　
　
３
３
８
７
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

【
事
例
】�

携
帯
に
若
い
女
性
か
ら
電
話
が

あ
り
、
宝
石
の
展
示
会
へ
誘
わ
れ

て
店
に
出
向
い
た
。
結
婚
に
必
要

だ
か
ら
と
５
時
間
程
勧
誘
さ
れ
、

ダ
イ
ヤ
の
リ
ン
グ
を
契
約
し
た
。�

そ
し
て
、
１
カ
月
後
商
品
を
受

け
取
り
に
行
っ
た
時
、
真
珠
を
勧

め
ら
れ
契
約
。
次
に
、
商
品
を
受

け
取
り
に
行
っ
た
時
に
ス
ー
ツ
を

勧
め
ら
れ
契
約
し
た
。�

し
か
し
、
支
払
い
が
苦
し
い
の

で
解
約
し
た
い
。（
２１
歳
　
男
性
）�

【
対
応
】�

相
談
窓
口
か
ら
業
者
に
電
話
を

入
れ
る
と
、
業
者
は
既
に
倒
産
し

て
い
て
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
以

上
、
解
約
交
渉
は
難
し
く
、
信
販

会
社
に
は
支
払
い
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。�

お
か
し
い
と
感
じ
た
時
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。�

【
解
説
】�

突
然
、
携
帯
に
電
話
が
あ
り
、

親
し
げ
に
話
し
か
け
て
く
る
人
が

い
て
も
、
あ
く
ま
で
見
知
ら
ぬ
人

で
す
。
何
の
た
め
に
電
話
を
か
け

て
き
た
の
か
、
ま
ず
疑
っ
て
か
か
っ

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
し
て

や
、
誘
わ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

気
軽
に
会
い
に
行
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。�

相
手
の
本
当
の
目
的
は
、
あ
な

た
か
ら
引
き
出
す
お
金
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
時
の
恋
人
ご
っ
こ
に
、

あ
な
た
は
高
い
お
金
を
支
払
い
ま

す
か
？
�

宝
石
は
自
分
で
納
得
し
て
買
う

も
の
で
す
。
買
わ
さ
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
本
当
に
ほ
し
い
と
き
は

信
用
の
あ
る
お
店
で
買
う
こ
と
で

す
。�

○�６３�

粗
大
ご
み
を
戸
別
に
�

　
　
　
　
有
料
で
収
集
�

粗
大
ご
み
を
戸
別
に
�

　
　
　
　
有
料
で
収
集
�

粗
大
ご
み
を
戸
別
に
�

　
　
　
　
有
料
で
収
集
�

訪
問
収
集
と
安
心
を
�

　
　
　
お
届
け
し
ま
す
�

訪
問
収
集
と
安
心
を
�

　
　
　
お
届
け
し
ま
す
�

ご
み
の
分
別
収
集
に
�

　
　
　
　
ご
協
力
を
！
�

ご
み
の
分
別
収
集
に
�

　
　
　
　
ご
協
力
を
！
�

ご
み
の
分
別
収
集
に
�

　
　
　
　
ご
協
力
を
！
�

訪
問
収
集
と
安
心
を
�

　
　
　
お
届
け
し
ま
す
�

粗
大
ご
み
有
料
戸
別
収
集
�

ハ
ー
ト
フ
ル
ご
み
収
集
�

〜
ビ
ン
の
分
別
収
集
は
�

　
　
高
い
精
度
が
必
要
で
す
〜
�

・
ビ
ン
は
、
白
色
（
無
色
）・
茶
色
・

そ
の
他
の
色
に
分
け
て
く
だ
さ

い
。�

・
ビ
ン
が
油
や
土
等
で
汚
れ
て
い

る
場
合
は
、
中
を
空
に
し
て
、

一
度
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
は
、
取
れ
る
範

囲
で
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
ビ
ン
類
の
収
集
日
は
、
次
の
も

の
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

・
化
粧
ビ
ン
、
ビ
ン
以
外
の
ガ
ラ

ス
製
品
・
陶
磁
器
類
（
不
燃
物

に
分
類
し
て
く
だ
さ
い
）�

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環

境
課
環
境
業
務
係
（
　
　
１
６
８

６
）�

高
齢
者
・
障
害
者
家
庭
に
�
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「
こ
の
マ
ー
ク
ご
存
知
で
す
か
？
」�

小
野
有
機
農
耕
研
究
会
�

　
　
　
　
会
長
　
藤
原
哲
郎
さ
ん
�

日
常
生
活
に
介
助
が
必
要
な
高

齢
者
や
元
気
な
高
齢
者
の
今
後
の

た
め
に
、
住
宅
を
改
造
す
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

・
介
護
認
定
で
要
支
援
、
ま
た
は

要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
方
の
い

る
世
帯
（
特
別
型
）�

・
６０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世

帯
（
一
般
型
）�

▼
内
容
�

・
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す

る
目
的
で
行
わ
れ
る
工
事
（
例
え

ば
、
和
式
か
ら
洋
式
便
器
へ
の
取

り
替
え
、
手
す
り
の
取
付
け
、
段

差
解
消
工
事
等
）
に
か
か
る
費
用

の
助
成
。�

▼
助
成
対
象
工
事
費
限
度
額
�

・
特
別
型
　
１
０
０
万
円
�

（
福
祉
制
度
８０
万
円
＋
介
護
保
険

制
度
２０
万
円
）�

・
一
般
型
　
１
０
０
万
円
�

※
特
別
型
、
一
般
型
と
も
に
改
造

箇
所
ご
と
に
限
度
額
有
り
。�

▼
助
成
率
�

・
特
別
型
�

※
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
異
な

り
ま
す
（
介
護
保
険
分
を
除
い

た
額
に
適
用
）。�

①
非
課
税
世
帯
　
　
　
３
／
３
�

②
市
民
税
均
等
割
課
税
世
帯
　
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
／
３
�

③
市
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
　
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
／
３
�

④
所
得
税
課
税
世
帯
　
１
／
２
�

・
一
般
型
　
　
　
　
　
１
／
３
�

▼
留
意
事
項
�

・
所
得
制
限
有
り
�

○
生
計
中
心
者
が
給
与
収
入
の

み
の
者
で
前
年
の
給
与
所
得
１

４,
４
２
１,
０
５
３
円
以
下
。�

○
生
計
中
心
者
が
給
与
収
入
の

み
以
外
の
者
で
前
年
の
所
得
１

２,
０
０
０,
０
０
０
円
以
下
。�

・
一
般
型
は
、
助
成
対
象
工
事
に

定
め
る
改
造
の
う
ち
、
３
箇
所
以

上
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
須
工
事
も
有
り
。�

☆
す
で
に
工
事
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
場
合
は
、
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
工
事

に
と
り
か
か
る
前
に
福
祉
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
長
寿
福

祉
係
（
　
　
１
０
１
１
）�

今
月
号
は
、
有
機
農
業
を
行
っ

て
い
る
藤
原
哲
郎
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。�

藤
原
さ
ん
は
中
学
生
の
こ
ろ
か

ら
、
母
親
や
お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒

に
農
業
に
従
事
さ
れ
、
今
か
ら
２０

年
程
前
に
有
機
農
業
へ
の
取
り
組

み
を
は
じ
め
ま
し
た
。�

そ
の
頃
は
、
有
機
を
行
っ
て
い

る
農
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た
め
、

周
囲
の
理
解
も
得
ら
れ
に
く
か
っ

た
よ
う
で
す
。�

ま
た
、
仲
間
と
一
緒
に
研
修
へ

参
加
し
、
良
い
農
法
が
あ
る
と
聞

け
ば
、
遠
く
へ
も
視
察
に
行
か
れ

た
り
、
当
初
は
、
試
行
錯
誤
の
連

続
だ
っ
た
そ
う
で
す
。�

有
機
農
産
物
を
栽
培
す
る
に
は
、

有
機
の
肥
料
を
入
れ
る
バ
ラ
ン
ス

や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
、
化
学

肥
料
を
使
う
よ
り
も
経
費
も
手
間

も
か
か
り
ま
す
。�

昨
今
、
農
産
物
の
安
全
性
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
藤
原
さ

ん
は
、
有
機
農
産
物
を
信
頼
し
て

も
ら
う
た
め
、
厳
し
い
条
件
を
ク

リ
ア
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
取
得

さ
れ
て
い
ま
す
。�

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
良
さ
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
地
元
の
人
、

特
に
若
い
子
供
た
ち
に
、
安
心
、

安
全
で
お
い
し
い
野
菜
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
希
望

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

見
出
し
の
マ
ー
ク
は
、
有
機
農

産
物
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
合
格
し
た

認
証
マ
ー
ク
で
す
。
こ
の
マ
ー
ク

は
、
左
に
太
陽
を
、
右
に
雲
を
図

案
化
し
、
そ
れ
が
重
な
り
あ
っ
た

部
分
が
葉
の
形
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
化
学
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
化

学
物
質
に
頼
ら
ず
、
自
然
界
の
力

で
育
っ
た
農
作
物
を
表
し
て
い
ま

す
。�

「
１１
月
に
は
、
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ

ク
ナ
、
コ
マ
ツ
ナ
を
出
荷
す
る
予

定
で
、
こ
れ
か
ら
も
『
サ
ン
パ
テ
ィ

オ
お
の
』
に
は
、
一
年
を
通
し
て

多
く
の
野
菜
類
を
出
荷
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

皆
さ
ん
も
「
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
お

の
」に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、こ
の

マ
ー
ク
の
つ
い
た
農
産
物
を
一
度

ご
賞
味
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？
�

○�６３�

化学的に合成された肥料や農薬の使用を避け
ることを基本に、�
（１）播種または植え付け前２年以上、多年生産作

物では最初の収穫前３年以上、使用禁止資
材を使わない堆肥などによる土づくりを行っ
たほ場において生産された農作物�

（２）遺伝子組み換え技術を用いて生産されてい
ないこと�

など、他の多くの基準を満たさなければなりません。�

藤原哲郎さん�

●有機ＪＡＳマークが付けられるもの●�

有機農産物�

老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス

老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
�

老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
�

住
宅
改
造
費
助
成
事
業
�
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国
民
健
康
保
険
�

保
険
証
が

保
険
証
が
�

　
新
し
く
な
り
ま
す

　
新
し
く
な
り
ま
す
�

保
険
証
が
�

　
新
し
く
な
り
ま
す
�

新
し
い
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
が
転
出
し
た
り
、
勤
務
先

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
時
、

ま
た
は
、
保
険
証
の
記
載
内
容
に

間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、
至
急
市

民
課
保
険
医
療
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。�

国
保
加
入
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
を
、
１２
月
１
日
で

更
新
し
ま
す
。
今
、
お
使
い
の
保

険
証
は
１１
月
３０
日
ま
で
で
す
。
新

し
い
保
険
証
は
、
各
世
帯
に
１１
月

下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
一
般
用

が
黄
緑
色
、
退
職
者
用
は
淡
黄
色

で
す
。�

１２
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
で

受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
新
し

い
保
険
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。�

な
お
、
古
い
保
険
証
は
他
人
の

手
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
自
宅
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。�

ま
た
、
配
達
記
録
郵
便
で
お
送

り
す
る
た
め
、
留
守
等
で
不
在
の

場
合
は
、
郵
便
局
の
担
当
者
が
「
郵

便
物
保
管
の
お
知
ら
せ
」
を
ポ
ス

ト
に
入
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
「
通

知
書
」
を
持
っ
て
郵
便
局
へ
受
け

取
り
に
い
っ
て
い
た
だ
く
か
、
ま

た
郵
便
局
へ
電
話
連
絡
等
し
て
く

だ
さ
い
（
連
絡
が
な
い
場
合
、
約

２
週
間
ほ
ど
経
過
す
れ
ば
市
役
所

へ
返
送
さ
れ
ま
す
）。�

ま
た
、
マ
ル
学
の
新
し
い
保
険

証
の
更
新
に
は
、
再
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
新
し
く
送
ら
れ
た
保

険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
再
度
マ

ル
学
証
の
交
付
申
請
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。�

�社
会
保
険
な
ど
勤
務
先
の
健
康

保
険
加
入
者
の
扶
養
家
族
は
、
そ

の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
保
加
入
者
で
息
子

さ
ん
や
ご
主
人
な
ど
が
会
社
へ
勤

め
て
い
る
方
は
、
条
件
さ
え
満
た

し
て
い
れ
ば
、
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

勤
務
先
で
加
入
す
る
健
康
保
険

等
の
保
険
料
は
、
給
与
に
よ
っ
て

計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
被
扶
養
者

が
何
人
加
入
し
て
も
金
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。�

勤
務
先
の
健
康
保
険
の
�

　
　
　
　
　
加
入
に
必
要
な
条
件
�

①
三
親
等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ

と
�

②
一
年
間
の
収
入
金
額
が
６０
歳
未

満
で
１
３
０
万
未
満
の
方
、
６０
歳

以
上
で
１
８
０
万
未
満
の
方
�

③
勤
務
先
の
認
定
�

条
件
に
合
う
と
思
わ
れ
る
時
は
、

面
倒
が
ら
ず
に
勤
務
先
の
健
康
保

険
取
扱
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

詳
細
は
、
市
民
課
保
険
医
療
係

（
　
　
１
４
６
９
）
ま
で
。�

い
ざ
と
い
う
と
き
に
私
た
ち
を

守
っ
て
く
れ
る
国
保
。
そ
の
国
保

を
支
え
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
が

納
め
る
保
険
税
で
す
。�

口
座
振
替
で
確
実
納
付
�

忘
れ
納
め
が
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
で
、

納
付
に
行
く
手
間
も
省
け
、
確
実

に
納
め
ら
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
、
納

税
通
知
書
を
持
っ
て
金
融
機
関
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
�

　
　
　
　
　
滞
納
が
続
く
と
…
�

平
成
１２
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

制
度
の
開
始
に
伴
い
、
特
別
な
事

情
以
外
で
、
滞
納
が
続
く
と
、
従

来
か
ら
の
督
促
、
催
告
お
よ
び
滞

納
処
分
に
加
え
、
有
効
期
間
が
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
の
交
付

や
、
被
保
険
者
証
を
返
し
て
い
た

だ
き
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
（
医

療
機
関
の
窓
口
で
か
か
っ
た
医
療

費
の
全
額
を
支
払
い
、
申
請
を
し

て
７
割
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
）」

を
交
付
す
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。�

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
保
険
税
は
必
ず
納
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
災
害
等

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付

が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

○�６３�

健
康
保
険
の
扶
養
家
族

健
康
保
険
の
扶
養
家
族
�

に
な
れ
ま
せ
ん
か
？

に
な
れ
ま
せ
ん
か
？
�

健
康
保
険
の
扶
養
家
族
�

に
な
れ
ま
せ
ん
か
？
�

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税
�

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
�

国
民
健
康
保
険
税
�

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
�

◎
記
載
内
容
の
確
認
を
！
�

●一般用（黄緑色）�

●退職者用（淡黄色）�

１２
月
１
月
か
ら
�

�
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暮
ら
し
の
情
報
�市

役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。
�

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て
�

い
た
だ
く
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
�

○�６３�



３�
４�

１�
２�

１�
２�

さ
て
、
問
題
で
す
。�

会
社
勤
め
を
終
え
て
か
ら
自
分

自
身
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て

き
た
が
、
先
日
夫
が
亡
く
な
っ
た
。

夫
が
亡
く
な
る
と
妻
は
遺
族
年
金

を
受
け
ら
れ
る
と
聞
く
。
こ
れ
ま

で
受
け
て
い
た
年
金
全
額
に
夫
の

遺
族
厚
生
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
る

は
ず
だ
。�

こ
の
考
え
方
、
○
か
×
か
？
�

�女
性
の
平
均
寿
命
が
男
性
に
比

べ
て
約
７
年
長
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
後
に
妻
が

ど
う
い
う
年
金
を
受
け
ら
れ
る
の

か
、
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。�公的

年
金
で
は
、
一
人
一
年
金

が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同

じ
理
由
に
よ
る
年
金
給
付
（
老
齢

基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
な
ど
）

は
あ
わ
せ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
遺
族
年
金
の
場
合
に
は
、
特

例
的
に
受
給
者
自
身
の
老
齢
年
金

と
あ
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。�

妻
が
働
い
て
い
れ
ば
�

　
　
年
金
の
受
け
方
は
３
と
お
り
�

妻
が
専
業
主
婦
だ
っ
た
場
合
に

は
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

た
夫
が
亡
く
な
る
と
妻
自
身
の
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
夫
の

遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
方
、
妻
が
会
社
勤

め
な
ど
で
自
分
自
身
の
老
齢
厚
生

年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、

６５
歳
以
降
は
次
の
３
と
お
り
の
組

み
合
わ
せ
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
（
６５
歳
に
な
る
ま
で
は
自
分

の
老
齢
年
金
か
遺
族
年
金
か
、
ど

ち
ら
か
を
選
択
し
ま
す
）。�

�
①
本
人
（
妻
）
自
身
の
老
齢
厚
生

年
金
＋
老
齢
基
礎
年
金
�

②
遺
族
厚
生
年
金
（
夫
の
老
齢
厚

生
年
金
の
３
／
４
）
＋
老
齢
基
礎

年
金
�

③
本
人
（
妻
）
自
身
の
老
齢
厚
生

年
金
の
１
／
２
＋
遺
族
厚
生
年
金

の
２
／
３
（
夫
の
老
齢
厚
生
年
金

の
１
／
２
）
＋
老
齢
基
礎
年
金
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
図
参
照
）�

�遺
族
厚
生
年
金
は
亡
く
な
っ
た

方
（
夫
）
が
受
け
て
い
た
老
齢
厚

生
年
金
の
４
分
の
３
に
経
済
的
寡

婦
加
算
を
足
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

妻
自
身
の
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

共
働
き
の
場
合
の
３
つ
の
選
択

肢
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
夫
の

ほ
う
が
年
金
額
が
高
く
②
の
夫
の

遺
族
厚
生
年
金
を
選
択
す
る
の
が

も
っ
と
も
有
利
に
な
る
場
合
が
多

く
、
結
果
と
し
て
妻
自
身
が
働
い

て
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た

こ
と
が
老
後
の
年
金
に
反
映
さ
れ

な
い
、
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
業
主
婦

の
場
合
な
ど
に
離
婚
す
る
と
遺
族

厚
生
年
金
を
ま
っ
た
く
受
け
ら
れ

ず
年
金
額
が
低
く
な
る
こ
と
も
問

題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

税
負
担
も
考
慮
し
て
�

　
　
　
３
つ
の
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
�

共
働
き
の
場
合
に
は
、
年
金
額

を
比
べ
て
み
て
、
前
述
の
３
つ
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
１
つ
を
選
択
し

ま
す
。�

そ
の
際
に
は
、
老
齢
年
金
に
は

税
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
遺
族
年

金
に
は
税
金
が
か
か
ら
な
い
こ
と

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
具
体
的

な
金
額
は
、
社
会
保
険
事
務
所
な

ど
で
試
算
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

（
冒
頭
の
問
題
の
答
え
は
×
で
す
）�

平
成
　
年
４
月
か
ら
�

福
　
　
祉
�

１４�

平
成
　
年
４
月
か
ら
�

国
民
年
金
�

１４�

平
成
１５
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
「
支
援
費
」
の
支
給
申
請
を
、

今
月
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。�

申
請
を
受
付
す
る
方
は
、
来
年

支
援
費
に
移
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
や
、
来

年
４
月
以
降
に
支
援
費
を
受
け
る

こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
で
す
。�

そ
こ
で
、
支
援
費
に
移
行
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
現
在
利
用
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
か
ら

直
接
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。�

な
お
、
当
面
は
利
用
し
な
い
が
、

い
つ
か
左
記
に
記
入
し
て
い
る
当

該
事
業
の
利
用
を
し
た
い
方
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
支
援
費
の
申
請
は

不
要
で
す
。�

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
必
要
に
な
っ

た
時
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
支
援
費
に
移
行
す
る
事
業
�

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
�

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
�

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
�

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
�

 
 
 
 
 
通
勤
寮
へ
の
入
居
�

・
知
的
障
害
者
・
身
体
障
害
者
 

施
設
へ
の
入
所
や
通
所
�

▼
詳
細
　
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
　

　
１
０
１
１
）�

●遺族厚生年金と老齢年金�

○�６３�

老齢厚生年金�

老齢基礎年金� 遺族厚生年金�

老齢基礎年金�

老齢厚生年金�

老齢基礎年金�

遺族厚生年金�

老齢基礎年金�

遺族厚生年金の  �

老齢厚生年金の  �

老齢厚生年金の１／２老齢基礎年金�

老齢基礎年金�

◇妻が専業主婦だった場合�

◇夫婦共働きだった場合�
�

夫�

妻�

老齢厚生年金�

老齢基礎年金�
夫�

妻�
老齢厚生年金�

老齢基礎年金�

夫の死亡後の妻の年金�

夫の死亡後の妻の年金�

※妻自身の老齢基礎年金�
　は常に受給�

①�

②�

③�

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
を
選
択�

３�
４�

１�

２�
３�

１�
２�
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支
援
費
の

支
援
費
の
�

　
支
給
申
請
始
ま
る

　
支
給
申
請
始
ま
る
�

支
援
費
の
�

　
支
給
申
請
始
ま
る
�



月　日�

１１月１９日（火）�

�

１１月２０日（水）�

�

１１月２１日（木）�

�

１１月２２日（金）�

�

１１月２５日（月）�

�

１１月２６日（火）�

�

１１月２７日（水）�
�

１１月２８日（木）～
１２月６日（金）�

場　　所�

北 辰 保 育 園 �

白 百 合 保 育 園 �

小野ひまわり保育所�

下東条西保育所�

み や ま 保 育 園 �

下東条中央保育園�

市 場 保 育 園 �

来 住 保 育 所 �

亀 鶴 保 育 所 �

中 央 保 育 所 �

育ヶ丘 保 育 所 �

小 野 保 育 所 �

粟 生 保 育 所 �

光 明 保 育 所 �

市 福 祉 課 �

時　間�

９：００～１２：００�

１３：３０～１６：３０�

９：００～１２：００�

１３：３０～１６：３０�

９：００～１２：００�

１３：３０～１６：３０�

９：００～１２：００�

１３：３０～１６：３０�

９：００～１２：００�

１３：３０～１６：３０�

９：００～１２：００�

１３：３０～１６：３０�

９：００～１２：００�

１３：３０～１６：３０�

８：３０～１７：１５�

＜入所受付日程表＞�

平成１４年　広報「おの」11月号�

○�６３�

○�６３�

○�６３�

子

育

て

�

平
成
１５
年
度
の
わ
か
松
・
小
野

東
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
定
員
・
諸
条
件
　
別

表
の
と
お
り
。�

▼
申
し
込
み
　
印
鑑
持
参
の
う

え
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育

課
へ
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

（
　
　
２
４
０
９
）�

平
成
１５
年
４
月
１
日
入
所
さ
れ

る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
所
申

込
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▼
日
時
・
場
所
　
日
程
表
の
と

お
り
。�

▼
入
所
基
準
　
両
親
、
お
よ
び

同
居
親
族
が
い
ろ
い
ろ
な
理
由
に

よ
り
、
家
庭
内
で
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。�

※
障
害
を
持
つ
児
童
の
入
所
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
福
祉
課
児
童
福

祉
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
必
要
な
も
の
　
入
所
申
込
書
・

保
育
料
口
座
振
替
依
頼
書
（
金
融

機
関
届
出
印
が
必
要
）・
家
庭
内

で
保
育
で
き
な
い
と
い
う
証
明
書

（
勤
務
証
明
書
等
）�

※
入
所
申
込
書
等
の
用
紙
は
各
保

育
所
ま
た
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。�

▼
詳
細
　
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
　

　
１
６
４
５
）�

生

　

活

�

計
量
法
に
基
づ
く
「
は
か
り
定

期
検
査
」
が
小
野
市
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

は
か
り
を
取
引
ま
た
は
証
明
の

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
検
査
実
施
機
関
　
社
団
法
人
兵

庫
県
計
量
協
会
（
計
量
法
第
２０
条

に
基
づ
く
指
定
定
期
検
査
機
関
）�

▼
検
査
実
施
日
　
１１
月
中
旬
か
ら

下
旬
（
前
回
受
検
さ
れ
た
方
に
は
、

事
前
に
詳
細
を
記
述
し
た
ハ
ガ
キ

が
送
付
さ
れ
ま
す
）�

▼
検
査
方
法
　
指
定
計
量
士
が
直

接
、
店
舗
・
事
業
所
へ
伺
い
、
検

査
を
実
施
し
ま
す
。�

▼
そ
の
他
　
こ
れ
ま
で
に
、
受
検

さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
検
査
が
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
商

工
観
光
課
（
　
　
１
９
２
９
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

＜別　表＞�

幼
稚
園
児
の
募
集

幼
稚
園
児
の
募
集
�

幼
稚
園
児
の
募
集
�

保
育
所

保
育
所
（
園
）
児
の
募
集
募
集
�

保
育
所
（
園
）
児
の
募
集
�

特
定
計
量
器

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の
�

定
期
検
査

定
期
検
査�
特
定
計
量
器（
は
か
り
）の
�

定
期
検
査�

図
画
・
絵
画
・
書
写
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
各
学

校
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
な
作
品
を

約
１,
０
０
０
点
展
示
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
９
日
（土）
・
１０
日
（日）

　
９
時
か
ら
１６
時
３０
分
�

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
大
研
修

室
� 第

４６
回
小
野
市
学
童
展

回
小
野
市
学
童
展
�

第
４６
回
小
野
市
学
童
展
�

各幼稚園の定員�

募 集 期 間 �

�
保育料・入園料�

登 降 園 時 刻 �

休 業 日 �

昼 食 �

４歳児　各３５名�
（平成１０年４月２日～平成１１年４月１日までの出生者で市内居住者）�

５歳児　各１０５名�
（平成９年４月２日～平成１０年４月１日までの出生者で市内居住者）�

１１月１日（金）～１１月１３日（水）１７時　厳守�
申込者が定員より超過した場合は、厳正な抽選を１１月２０日（水）
の９時から行う（詳細は申込時に該当者に通知します）。�

保育料　月額５，５００円　入園料　６，０００円�

登園時刻　８時３０分�
降園時刻（月曜～金曜日）　１４時�

土曜、日曜、祝祭日、�
小・中学校に準じた春休み、夏休み、冬休みがあります。�

弁当持参（月曜～金曜日）�

保 育 所 名 �
亀 鶴 保 育 所 �
中 央 保 育 所 �
粟 生 保 育 所 �
み や ま 保 育 園 �
下東条中央保育園�
下 東 条 西 保 育 所 �
小野ひまわり保育所�
白 百 合 保 育 園 �
市 場 保 育 園 �
北 辰 保 育 園 �
光 明 保 育 所 �
小 野 保 育 所 �
育 ヶ 丘 保 育 所 �
来 住 保 育 所 �

住 所�
河合中町�
新 部 町 �
粟 生 町 �
中 谷 町 �
小 田 町 �
住 吉 町 �
広 渡 町 �
敷 地 町 �
市 場 町 �
高 田 町 �
神 明 町 �
黒 川 町 �
育ヶ丘町�
下来住町�

定員�
９０�
９０�
９０�
６０�
１２０�
９０�
６０�
１２０�
９０�
９０�
１２０�
２００�
９０�
１２０�

開所時間�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～２０：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�
７：００～１９：００�

電話番号�
６６－７８０８�
６６－２９４４�
６６－５９４７�
６７－０１５８�
６７－０２５０�
６７－０３１２�
６２－５１２９�
６２－２８２３�
６２－２０４４�
６２－２８６５�
６２－６９６９�
６２－２８８１�
６３－７０１０�
６２－４０８０�

※１８：００時以降の保育を希望される場合は、別途保育所へ申請してください。�
※入所受入年齢は、おおむね２ヶ月以上。�

◇市内保育所（園）紹介� （社会福祉法人）�
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動�

１１
月
９
日

月
９
日
（土）（土）
〜
１５
日
（金）（金）
�

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動�

今
月
９
日
か
ら
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。�これ

か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾

燥
し
、
暖
房
器
具
な
ど
、
火
気
を

取
扱
う
機
会
が
増
え
、
１
年
を
と

お
し
て
最
も
火
災
が
発
生
し
や
す

い
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
焚
火
、
ゴ
ミ
や
枯
草
の
焼

却
な
ど
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、「
火
の
用
心
」
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。�

消
防
本
部
（
署
）
で
は
、
こ
の

運
動
期
間
中
「
み
ん
な
で
誓
う
〝

火
災
ゼ
ロ
〞
」
を
テ
ー
マ
に
、
次

の
重
点
目
標
を
掲
げ
火
災
予
防
運

動
を
展
開
し
ま
す
。�

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
等
に
お
い
て
、
も
う

一
度
、
火
災
の
怖
さ
を
考
え
、
防

火
防
災
意
識
を
高
め
、
安
全
な
ま

ち
小
野
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。�

�
【
重
点
目
標
】�

★
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
�

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
家
庭
を
住
宅
防
火

診
断
し
、
防
火
安
全
指
導
を
実
施

す
る
。�

★
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進
�

自
主
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
、

放
火
さ
れ
な
い
町
づ
く
り
を
呼
び

か
け
る
。�

★
消
火
器
事
故
防
止
対
策
の
推
進
�

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に

よ
る
人
身
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

危
険
性
や
回
収
方
法
を
広
報
し
、

事
故
防
止
を
行
う
。�

�
【
週
間
中
の
主
な
行
事
】�

●
消
防
署
・
消
防
団
合
同
消
火
救

出
訓
練
�

▼
日
時
　
１１
月
３
日
（日）
　
７
時
３０

分
か
ら
�

▼
場
所
　
市
立
旭
丘
中
学
校
周
辺
�

●
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
�

▼
場
所
　
市
内
全
域
�

●
小
学
生
の
防
火
作
品
の
展
示
�

▼
期
間
　
１１
月
８
日
（金）
か
ら
同

月
１９
日
（火）
　
作
品
４
４
８
点
展
示
�

▼
場
所
　
市
立
図
書
館
�

平
成
１４
年
９
月
の
火
災
の
出
火

原
因
は
、
焼
却
火
か
ら
の
延
焼
に

よ
る
も
の
が
５
件
、
放
火
の
疑
い

が
１
件
、
現
在
調
査
中
が
１
件
で
、

そ
の
他
火
災
が
５
件
、
林
野
火
災

が
２
件
発
生
し
ま
し
た
。�

こ
れ
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
紅

葉
の
季
節
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
も
終

盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。
深
緑
の
草

木
も
枯
れ
、
燃
え
や
す
い
状
態
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
雑
草
火
災

等
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
と
冬
支

度
の
注
意
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

★
い
か
な
る
焼
却
を
行
う
場
合
で

あ
っ
て
も
、
消
火
の
準
備
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。�

★
焼
却
中
は
、
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

★
風
の
強
い
日
は
避
け
ま
し
ょ
う
。�

★
山
林
や
枯
草
の
近
く
で
の
焼
却

は
避
け
ま
し
ょ
う
。�

★
環
境
の
こ
と
も
考
え
、
家
庭
ゴ

ミ
の
焼
却
は
止
め
ま
し
ょ
う
。�

★
喫
煙
さ
れ
る
方
は
、
携
帯
用
の

灰
皿
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

★
ス
ト
ー
ブ
等
は
、
使
う
前
に
清

掃
し
、
試
運
転
し
ま
し
ょ
う
。�

★
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
の
入
れ
間
違

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
、
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、

雑
草
火
災
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。�

消
　
　
　
防
�

●
火
災
情
報

●
火
災
情
報
（
そ
の
９
）
�

●
火
災
情
報
（
そ
の
９
）
�

年
別
月
別

年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数

累
計
火
災
件
数
�

年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数
�

平
成
１３
年
�

４
�

４３
�

平
成
１４
年
�

７
�

３２
�

年
 
 
別
�
９
月
件
数
�
累
 
計
�

１１
月
９
日
（土）
〜
１５
日
（金）
�

しょうぼう�
お知らせ掲示板�

おめでとう！�

●
小
野
市
統
一
防
火
標
語
�

　
小
野
東
小
学
校
５
年
生
�

　
　
森
本
夏
貴
さ
ん
�

●
防
火
ポ
ス
タ
ー
�

　
小
野
東
小
学
校
３
年
生
�

　
　
森
本
有
貴
さ
ん
�

H１４年とH１３年の火災件数比較表�
（９月末現在）�件数�

１２�
１１�
１０�
９�
８�
７�
６�
５�
４�
３�
２�
１�
０�
１月　  ２月　  ３月　  ４月　  ５月　  ６月  　７月　  ８月  　９月�

建物火災�
林野火災�
車両火災�
その他火災�
H１３年件数�

消防長賞�

1

３�

５�

９�

６�

１�

６�

８�

４�
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江
戸
時
代
の
後
期
に
な
る
と
、

百
姓
達
の
間
に
幕
府
の
政
策
や
台

頭
し
て
き
た
商
業
資
本
へ
の
不
満

が
高
ま
り
、
世
直
し
や
一
揆
が
頻

繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。�東播

磨
地
域
で
も
、
天
保
４
年

（
１
８
３
３
）
天
候
不
順
に
よ
る

不
作
と
米
価
の
高
騰
に
不
満
を
も
っ

た
農
民
達
が
立
ち
あ
が
り
大
規
模

な
一
揆
が
起
こ
り
ま
し
た
。
加
古

川
流
域
の
ほ
ぼ
全
域
を
巻
き
込
ん

だ
こ
の
一
揆
の
経
緯
と
こ
の
一
揆

が
後
の
歴
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
な

ど
を
考
え
て
い
き
ま
す
。�

好
古
館
で
は
、
毎
年
の
恒
例
に

な
ら
い
、「
新
春
十
二
単
着
付
」

を
新
年
早
々
に
行
い
ま
す
。�

こ
の
た
び
は
、
従
来
か
ら
ご
要

望
の
高
か
っ
た
男
性
用
の
宮
廷
衣

装
で
あ
る
「
束
帯
」
を
着
付
体
験

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
女

性
だ
け
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
、
男
性

に
も
着
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
！
�

▼
開
催
日
　
１
月
の
毎
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
（
平
成
１５
年
１
月
５
・

１１
・
１２
・
１３
・
１８
・
１９
・
２５
・

２６
日
の
８
日
間
）�

 
た
だ
し
、
十
二
単
＆
束
帯
の
着

付
は
、
日
曜
の
み
で
、
１０
時
か
ら

１５
時
の
間
、
一
組
６０
分
と
し
ま
す
。�

▼
定
員
　
�

●
土
曜
・
祝
日
　
１
日
８
名
�

●
日
曜
日
　
　
　
１
日
４
組
�

▼
対
象
　
身
長
１
４
０
㎝
以
上
の

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
着
付

体
験
で
き
ま
す
。�

▼
費
用
　
無
料
�

　
た
だ
し
、
大
人
（
高
校
生
以
上
）

は
２
０
０
円
、
子
供
は
１
０
０
円

（
た
だ
し
、
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持

参
の
小
中
学
生
は
無
料
）
の
入
館

料
が
必
要
。�

▼
申
し
込
み
方
法
　
直
接
お
越
し

い
た
だ
く
か
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
①
住
所
②
お
ふ
た
り
の

氏
名
③
電
話
番
号
④
着
付
希
望
日

を
明
記
。
な
お
、
希
望
日
は
複
数

書
い
て
も
よ
い
で
す
が
、
ハ
ガ
キ

１
枚
に
つ
き
１
人
と
し
ま
す
。
ま

た
、
着
付
の
時
間
は
、
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
と
な
り
ま
す
。�

▼
締
め
切
り
日
　
１２
月
１３
日
（金）（
必

着
）�

　
新
春
の
「
十
二
単
＆
束
帯
着
付
」

に
向
け
、
モ
デ
ル
を
募
集
し
ま
す
。�

男
女
カ
ッ
プ
ル
に
、
ぜ
ひ
と
も
十

二
単
と
束
帯
の
着
付
を
お
す
す
め
！

ど
う
ぞ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
①
住
所
②

お
ふ
た
り
の
氏
名
③
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
当
館
ま
で
申
し
込

み
願
い
ま
す
。�

 
た
だ
し
、
写
真
撮
影
の
１１
月
２４

日
（日）
に
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま

す
。
多
い
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。�

▼
締
め
切
り
日
　
１１
月
９
日
（土）（
必

着
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館（
〒

６
７
５
｜
１
３
７
５
　
小
野
市
西

本
町
４
７
７
　
　
　
３
３
９
０
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
３
４
６
２
）�

　
第
１
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
は

ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
、
中
国
山

東
半
島
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
租
借

地
青
島
島
を
占
領（
１
９
１
４
年
１１

月
）し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
４,
７
９

１
名
の
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
俘

虜
が
生
じ
、
日
本
国
内
の
各
収
容

所
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
が
青
野
ヶ
原
俘
虜
収
容
所
で
、

現
在
も
全
国
唯
一
の
将
校
宿
舎
な

ど
数
件
の
施
設
が
残
っ
て
い
ま
す
。�

 
今
回
は
、
青
野
ヶ
原
俘
虜
収
容

所
の
全
貌
と
ド
イ
ツ
兵
２
５
１
名
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
兵
２
２
６
名
が
望

郷
の
念
に
か
ら
れ
つ
つ
も
た
く
ま

し
く
生
き
た
５
年
余
り
の
収
容
所

生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１２
月
８
日
（日）
　
１３
時
３０

分
か
ら
�

▼
場
所
　
市
立
好
古
館
研
修
室（
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）�

▼
講
師
　
石
野
茂
三
氏
（
市
企
画

課
主
幹
市
史
編
纂
担
当
）�

▼
聴
講
　
無
料
（
ど
な
た
で
も
聴

講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
）。た
だ
し
、

好
古
館
を
見
学
さ
れ
る
場
合
は
、

入
館
料
が
必
要
。
高
校
生
以
上
２

０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円
（
コ

コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
は
無
料
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館（
　

　
３
３
９
０
）�

 
市
内
５
ケ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
、
図
書
館
所
蔵
資
料

の
予
約
・
貸
出
・
返
却
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

 
ま
た
、
図
書
館
の
返
却
ポ
ス
ト

は
都
合
に
よ
り
９
月
か
ら
閉
鎖
し

て
い
ま
す
。
図
書
館
開
館
時
間
内

に
、
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
ご
返
却

い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
コ
ミ
セ

ン
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
コ
ミ
セ

ン
で
は
、
２２
時
ま
で
返
却
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
１２
月
２９
日
か
ら

１
月
３
日
を
除
く
年
中
）。�

 
昨
年
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た

「
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
を

今
年
も
実
施
し
ま
す
。�

 
こ
れ
は
、
図
書
館
で
保
存
期
限

を
過
ぎ
た
雑
誌
や
、
ご
家
庭
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
中
古
図

書
の
再
活
用
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。�

　
小
説
・
趣
味
の
本
な
ど
約
５,

０
０
０
冊
を
無
料
提
供
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１２
月
１５
日
（日）
　
１０
時
か

ら
１８
時
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
料
金
　
無
料
�

　
毎
月
第
１
か
ら
４
土
曜
日
の
、

１０
時
３０
分
か
ら
１２
時
ま
で
放
送
中
。�

　
１１
月
９
日
は
、「
慎
吾
マ
マ
の
お

は
ロ
ッ
ク
」
や
数
々
の
コ
マ
ー
シ
ャ

○�６３�

○�６３�

○�６３�

（
施
設
だ
よ
り
）�

コ
ミ
セ
ン
で

コ
ミ
セ
ン
で
、�

図
書
館
の
本
の
貸
出

図
書
館
の
本
の
貸
出
・
返
却
が

返
却
が
�

可
能
に
！

可
能
に
！
�

コ
ミ
セ
ン
で

コ
ミ
セ
ン
で
、�

図
書
館
の
本
の
貸
出

図
書
館
の
本
の
貸
出
・
返
却
が

返
却
が
�

可
能
に
！

可
能
に
！
�

コ
ミ
セ
ン
で
、�

図
書
館
の
本
の
貸
出
・
返
却
が
�

可
能
に
！
�

教
養
講
座
①�

「
青
野
青
野
ヶ
原
俘
虜
収
容
所

原
俘
虜
収
容
所
の�

　
歴
史
と

　
歴
史
と
生
活
生
活
」�

「
青
野
ヶ
原
俘
虜
収
容
所
の�

　
歴
史
と
生
活
」�

子
ど
も
放
送
局

子
ど
も
放
送
局
�

子
ど
も
放
送
局
�

図
書
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
�

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
�
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古
　
館
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図
　
書
　
館
�



図

書

館
（
つ
づ
き
）
�

▼
日
時
　
１１
月
１０
日
（日）
　
１４
時
か

ら
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
料
金
　
無
料
�

▼
日
時
　
１１
月
２４
日
（日）
　
１０
時
３０

分
か
ら
�

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
�

▼
料
金
　
無
料
�

▼
日
時
　
１１
月
２
日
（土）
・
１６
日
（土）

・
３０
日
（土）
、
と
も
に
１０
時
３０
分
か

ら
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
児
童
コ
ー
ナ
ー
�

▼
日
時
　
１１
月
９
日
（土）
・
２３
日
（土）
、�

（
小
学
生
低
学
年
ま
で
）１４
時
か
ら
、

（
小
学
生
高
学
年
以
上
）１４
時
４０
分

か
ら
�

▼
場
所
　
２
階
和
室
�

▼
内
容
　「
お
お
き
な
か
ぶ
」「
お

や
す
み
や
ま
ね
く
ん
」�

　
＊
お
話
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。�

　
小
野
ス
テ
ー
ジ
ク
リ
エ
ー
タ
ー

（
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成

講
座
修
了
生
）
制
作
の
喜
び
あ
ふ

れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
１１
月
２４
日
（日）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１５
時
�

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
�

▼
出
演
　
①
小
野
養
護
学
校
小
学

部
「
オ
ペ
レ
ッ
タ
お
の
よ
う
か
ぐ

や
姫
２
０
０
２
」、
②
手
話
サ
ー

ク
ル
ひ
ま
わ
り
「
手
話
劇
浦
島
太

郎
フ
ァ
イ
ナ
ル
」、
③
春
風
小
イ

チ
ロ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
シ
ン
チ
ャ

ン
」
ほ
か
�

▼
入
場
料
　
無
料
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

　
市
民
参
加
の
合
唱
団
と
の
共
演
・

指
揮
者
体
験
・
参
加
者
持
参
の
楽

器
演
奏
で
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
聴

衆
参
加
の
演
奏
会
に
挑
戦
！
�

▼
日
時
　
平
成
１５
年
２
月
２
日
（日）

　
１５
時
か
ら
（
開
場
１４
時
３０
分
）�

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
�

▼
指
揮
者
　
藤
岡
幸
夫
�

▼
第
１
部
　
八
十
日
間
世
界
一
周
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
サ
ン
セ
ッ
ト
、
男
と

女
、
ロ
ッ
キ
ー
の
テ
ー
マ
、
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
メ
ド

レ
ー
（
当
日
変
更
の
場
合
が
あ
り

ま
す
）�

▼
第
２
部
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の

出
会
い
�

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
９
曲
（
小
野
・
関
西
フ
ィ
ル
と

歌
お
う
合
唱
団
や
小
学
生
合
唱
団

と
の
共
演
）、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
〜
指
揮
者
を
体
験

し
て
み
よ
う
〜
、
楽
器
を
持
参
し

ス
ー
ザ
ー
の
『
星
条
旗
よ
永
遠
な

れ
』
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一
緒
に

演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
前
売
入
場
券
　
１１
月
２１
日
（木）

か
ら
発
売
開
始
　
全
席
自
由
　
一

般
２,
０
０
０
円
　
小
中
高
校
生

５
０
０
円
（
当
日
は
各
５
０
０
円

増
し
）�

▼
前
売
り
券
発
売
場
所
　
市
民
会

館
・
コ
ミ
セ
ン
（
か
わ
い
・
き
す

み
の
・
い
ち
ば
・
お
お
べ
・
下
東

条
）・
図
書
館
・
総
合
体
育
館
・

好
古
館
・
匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

　
約
１
５
０
０
年
前
と
い
わ
れ
て

い
る
地
層
か
ら
出
て
く
る
植
物
化

石
の
発
掘
や
新
し
く
整
備
さ
れ
た

「
き
す
み
の
見
晴
ら
し
の
森
公
園
」

等
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
て
秋
の
１
日

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
１１
月
２３
日
（土）
　
９
時
３０

分
か
ら
１５
時
３０
分
�

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
�

▼
定
員
　
２０
名
�

▼
対
象
　
小
中
学
生
�

▼
保
険
料
　
４
５
０
円
�

▼
講
師
　
小
野
自
然
写
真
の
会
の

皆
さ
ん
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
１１
月
１
日
（金）

か
ら
同
月
１４
日
（木）
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
。
葉
書
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

可
。
電
話
申
込
は
不
可
。
申
込
者

多
数
の
時
は
、
抽
選
で
決
定
。�

▼
申
し
込
み
先
　
〒
６
７
５
｜
１

３
８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６

｜
１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
化
石

採
集
と
ハ
イ
キ
ン
グ
係
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
１
０
２
０
・
�

Ｅ
メ
ー
ル
　
�

�▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）�

　
今
月
は
「
食
べ
物
の
お
話
」
を

展
示
し
ま
す
。�

　
１１
月
５
日
（火）
・
１１
日
（月）
・
１８
日

（月）
・
２５
日
（月）
・
２６
日
（火）
�

市
民
会
館
�

中
央
公
民
館
�

AM神戸で「こんにちは。こちら県民局です。」放送中！�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
�

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会
�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
�

　
　
「
ピ
ッ
ピ
」
お
話
会
�

今
月
の
本

今
月
の
本
�

今
月
の
本
�

図
書
館
お
話
会

図
書
館
お
話
会
�

図
書
館
お
話
会
�

１１
月
の
休
館
日

月
の
休
館
日
�

１１
月
の
休
館
日
�

名
画
鑑
賞
会

名
画
鑑
賞
会
�

「
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
物
語
」

「
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
物
語
」
�

名
画
鑑
賞
会
�

「
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
物
語
」
�

子
ど
も
映
画
会

子
ど
も
映
画
会
�

「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」

「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」
�

子
ど
も
映
画
会
�

「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」
�

O
N
O

O
N
O
・
J
O
Y

J
O
Y
・
�

 
W
A
V
E

 
W
A
V
E
2
0
0
2

2
0
0
2

O
N
O

O
N
O
・
J
O
Y

J
O
Y
・
�

 
W
A
V
E

 
W
A
V
E
2
0
0
2

2
0
0
2

O
N
O
・
J
O
Y
・
�

 
W
A
V
E
2
0
0
2

「
化
石
採
集
と
秋
の
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

「
化
石
採
集
と
秋
の
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」�

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集
�

「
化
石
採
集
と
秋
の
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」�

受
講
生
募
集
�

自
然
体
験
�

ル
の
振
り
付
け
を
し
て
い
る
香
瑠

鼓
（
か
お
る
こ
）
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
お
伝

え
し
ま
す
。�

○�６３�

○�６３�

○�６３� ○�６３�

                  kom
inkan@

city.�
ono.hyogo.jp　播磨地域の４つの県民局では、１０月からＡＭ神戸「クリック！

ＴＯＤＡＹ」（１６：３０～１８：００）の中で、「こんにちは。
こちら県民局です。」の放送を始めました。北播磨県民局は毎月
第４木曜日に、地域の見どころやイベント情報など身近な情報を
提供しますので、ぜひ、お聞きください。�
　問い合わせ　企画調整部交流企画担当（　０７９５　６１０５）�▼
�

○�４２�
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こ
の
計
画
は
、「
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
第

８
条
に
基
づ
き
、
市
民
病
院
・
学

校
・
市
民
会
館
等
を
含
む
市
役
所

全
体
の
業
務
活
動
（
事
務
、
事
業
）

か
ら
出
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
削
減
す
る
率
先
実
行
計
画
で

す
。�期間

は
、
平
成
１１
年
度
を
基
準

年
と
し
て
、
平
成
１３
年
度
か
ら
１７

年
度
ま
で
の
５
年
間
に
基
準
年
の

５
％
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。�

対
象
は
、燃
料
使
用
量（
ガ
ソ
リ

ン
・
灯
油
・
軽
油
・
Ａ
重
油
・
液

化
石
油
ガ
ス
）、
電
気
使
用
量
、自

動
車
走
行
量
、カ
ー
エ
ア
コ
ン
、笑

気
ガ
ス（
麻
酔
用
）、紙
使
用
量
、水

使
用
量
、ご
み
等
の
減
量
で
す
。�

取
り
組
ん
だ
項
目
は
、
冷
暖
房
、

照
明
、
自
動
車
等
の
エ
コ
活
動
を

職
員
一
人
ひ
と
り
が
節
約
意
識
を

も
っ
て
行
動
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
（
紙
・
水
使
用
量
、
ご
み
の
減

量
を
除
く
）、
１３
年
度
は
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
換
算
で
１１
年
度

実
績
よ
り
３
・
２
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。�

地
球
の
表
面
は
太
陽
光
の
放
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
暖
め
ら
れ
る

一
方
、
宇
宙
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放

射
す
る
こ
と
に
よ
り
冷
却
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ

て
地
表
の
温
度
は
一
定
に
保
た
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
気
中
に
は
、

太
陽
光
か
ら
の
可
視
光
線
は
吸
収

し
な
い
も
の
の
、
地
表
か
ら
宇
宙

へ
放
射
さ
れ
る
よ
う
な
波
長
の
長

い
赤
外
線
は
吸
収
す
る
性
質
を
持

つ
ガ
ス
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
ガ
ス
の
濃
度
も
ほ

ぼ
一
定
に
保
た
れ
て
き
ま
し
た
。�

近
年
、
化
石
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
・

石
油
等
）
の
燃
焼
な
ど
に
よ
っ
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
増
加
し
、

こ
れ
ま
で
保
た
れ
て
い
た
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
か
け
て
い
ま
す
。
温
室

効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る
地
表
面

の
温
暖
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
称
し
て
、「
地
球

温
暖
化
問
題
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。�

温
室
効
果
ガ
ス
は
次
の
６
種
類

が
対
象
で
す
。�

兵
庫
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
で
Ａ
ラ
ン
ク
（
も
っ
と
も
絶
滅

の
お
そ
れ
が
高
い
）
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ト
ン
ガ
リ
サ
サ
ノ
ハ
ガ
イ

等
が
住
む
自
然
豊
か
な
き
す
み
の

ビ
オ
ト
ー
プ
で
、
最
近
市
内
で
見

か
け
な
く
な
っ
た
メ
ダ
カ
や
タ
ナ

ゴ
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
１１
月
２３
日
（土）
　
９
時
か

ら
１２
時
�

▼
場
所
　
き
す
み
の
ビ
オ
ト
ー
プ
�

▼
対
象
　
市
内
小
学
生
と
保
護
者

（
小
学
生
単
独
も
可
）�

▼
参
加
料
　
無
料
�

▼
定
員
　
５０
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

（
 
 
７
０
８
２
）�

聴
覚
障
害
者
の
方
と
友
達
に
な

り
た
い
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
等
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
３０
日
（土）
　
１０
時
か

ら
１２
時
�

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の
会

議
室
�

▼
対
象
　
市
内
学
生
と
保
護
者（
学

生
単
独
や
大
人
単
独
も
可
）�

▼
参
加
料
　
無
料
�

▼
定
員
　
２０
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

（
 
 
７
０
８
２
）�

「
月
に
１
度
く
ら
い
は
自
分
で

料
理
を
し
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ

る
貴
方
」、「
料
理
の
経
験
は
無
い

が
や
っ
て
み
た
い
貴
方
」、
初
心

者
の
方
大
歓
迎
。�

▼
期
日
�

１
回
目
　
１１
月
２５
日
（月）
�

２
回
目
　
１
月
２７
日
（月）
�

３
回
目
　
２
月
１７
日
（月）
�

４
回
目
　
３
月
１７
日
（月）
�

▼
時
間
　
１９
時
３０
分
か
ら
２１
時
３０

分
�

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の
調

理
室
�

▼
対
象
　
男
性
の
方
�

▼
参
加
料
　
１,
０
０
０
円
（
材

料
費
別
途
要
）�

▼
定
員
　
１５
名
（
先
着
順
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の

（
　
　
７
０
８
２
）�

○�６３�

○�６３�

○�６３�

（
環
境
＆
ス
ポ
ー
ツ
）�

①二酸化炭素�
　大部分は、石炭や石油などの化石燃料の燃焼によって発生する。温室効果ガスの中
　でも排出量が多いことから、最も地球温暖化への寄与が大きい。�
②メタン�
　稲作、家畜の腸内発酵等の農業部門のほか、廃棄物の埋め立てなどから排出される。�
③一酸化二窒素�
　燃料の燃焼に伴う排出のほか、農業・廃棄物部門からも排出される。�
④ハイドロフルオロカーボン�
　代替フロンの一種である。スプレー製品の噴射剤として用いられるほか、カーエア
　コンや冷蔵庫の冷媒、建築物の断熱材等に用いられる。�
⑤パーフルオロカーボン�
　主に、半導体に電子回路を刻み込むエッチングや、エッチング後の洗浄に用いられる。�
⑥六ふっ化硫黄�
　変圧器などに封入され、電気絶縁用ガスとして用いられる。�

小
野
市
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

小
野
市
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
�

 
 
 
 
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
�

平
成
平
成
１３
年
度
年
度
�

 
実
施
結
果
ま
と
ま
る
！

実
施
結
果
ま
と
ま
る
！
�

小
野
市
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
�

 
 
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
�

平
成
１３
年
度
�

 
実
施
結
果
ま
と
ま
る
！
�

き
す
み
の
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察

き
す
み
の
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
�

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
�

き
す
み
の
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
�

参
加
者
募
集
�

親
子
ふ
れ
あ
い
手
話
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
手
話
教
室
�

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
�

親
子
ふ
れ
あ
い
手
話
教
室
�

参
加
者
募
集
�

６種類の温室効果ガス�

地
球
温
暖
化
問
題
と

地
球
温
暖
化
問
題
と
は
�

地
球
温
暖
化
問
題
と
は
�
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環
　
　
境
�

コ
ミ
セ
ン
�

　
　
　
き
す
み
の
�



　
い
ざ
！
と
い
う
と
き
、
あ
な
た

は
「
隣
に
い
る
大
切
な
人
」
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
�

▼
日
時
　
①
１１
月
３０
日
（土）
②
１２

月
１
日
（日）
③
１２
月
７
日
（土）
④
１２

月
８
日
（日）
�

①
１３
時
か
ら
１８
時
３０
分
②
・
③
９

時
３０
分
か
ら
１８
時
３０
分
④
９
時
３０

分
か
ら
１７
時
３０
分
（
計
４
日
間
）�

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

軽
運
動
室
・
会
議
室
�

▼
内
容
　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

立
つ
応
急
処
置
の
正
し
い
知
識
と

技
術
の
習
得
�

▼
講
師
　
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県

支
部
救
急
法
指
導
員
�

▼
対
象
　
満
１５
歳
以
上
の
方
（
た

だ
し
、
４
日
間
受
講
可
能
者
に
限

る
）�

▼
定
員
　
３０
名
（
先
着
順
）�

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教

材
費
３,
０
０
０
円
は
実
費
負
担
）�

▼
そ
の
他
　
全
日
程
を
修
了
さ
れ

た
方
に
は
受
講
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
検
定
試
験
に
合
格
さ
れ
た

方
に
は
赤
十
字
救
急
員
認
定
証
を

交
付
し
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
期
間
　
１１
月
３
日
（日）

〜
同
月
２４
日
（日）
必
着
（
５
日
（火）
・

１１
日
（月）
・
１８
日
（月）
は
休
館
日
で
す
）�

▼
申
し
込
み
方
法
　
①
氏
名
②
年

齢
③
性
別
④
現
住
所
（
　
）
⑤
勤

務
先
（
　
）
お
よ
び
救
急
法
講
習

会
希
望
と
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
所
定
申
込
書
（
窓

口
用
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総

合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）（
〒
６
７

５
｜
１
３
７
８
　
小
野
市
王
子
町

９
１
７
の
１
　
　
　
７
０
０
０
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
５
６
０
）�

総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
で
は
、

１１
月
２４
日
（日）
に
「
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
記
録
会
」
を
開
催
し
ま
す
。�

こ
の
た
め
、
当
日
の
１０
時
か
ら

１７
時
ま
で
の
間
、
一
般
利
用
者
の

プ
ー
ル
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。�

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お

い
て
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
選
手
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
貢
献
や
優
秀
な

選
手
育
成
に
尽
力
し
た
指
導
者
を

毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。�

▼
表
彰
の
種
類
と
範
囲
�

（
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
）�

権
威
あ
る
競
技
会
に
お
い
て
最

高
の
成
績
を
収
め
、
国
際
大
会

等
に
出
場
し
た
選
手
�

（
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
）�

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
特
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
�

（
ス
ポ
ー
ツ
勲
功
賞
）�

ス
ポ
ー
ツ
選
手
賞
の
受
賞
に
貢

献
し
た
指
導
者
、
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
功
績
を
収
め
た
指
導

者
、そ
の
他
児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
方
�

（
ス
ポ
ー
ツ
選
手
賞
）�

権
威
あ
る
競
技
会
に
お
い
て
、特

に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
�

▼
受
賞
資
格
�

　
①
小
野
市
に
居
住
す
る
方
�

　
②
小
野
市
に
勤
務
先
ま
た
は
通

　
　
学
先
等
を
有
す
る
方
�

　
③
小
野
市
体
育
協
会
に
加
盟
し

　
　
て
い
る
団
体
に
登
録
さ
れ
て

　
　
い
る
方
�

　
④
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

　
　
か
、
特
に
市
長
が
認
め
た
方
�

▼
申
し
込
み
方
法
　
申
し
込
み
は
、

各
種
団
体
（
体
育
協
会
加
盟
団
体

等
）
の
推
薦
が
必
要
と
な
り
、
１２

月
２７
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。�

▼
被
表
彰
者
の
決
定
　
小
野
市
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
規
則
に
基
づ
い
て

決
定
し
ま
す
。�

▼
表
彰
式
予
定
　
平
成
１５
年
３
月

１
日
（
予
定
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
体

育
保
健
課
（
　
　
２
５
９
１
）�

　
家
族
や
ご
近
所
の
お
友
達
・
職

場
の
仲
間
と
チ
ー
ム
を
作
っ
て
フ

レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
に
全
員
集
�

合
！
�

▼
日
時
　
１２
月
１５
日
（日）
　
１０
時
開

会
（
９
時
３０
分
か
ら
受
付
）�

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

ア
リ
ー
ナ
�

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
、
ま
た

は
市
内
に
勤
務
・
通
学
す
る
方（
た

だ
し
、
高
校
生
以
上
）�

▼
参
加
料
　
無
料
�

▼
部
門
　
一
般
男
子
、
一
般
女
子

（
年
齢
区
分
有
り
）
各
部
門
と
も

１
チ
ー
ム
８
名
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
１２
月
８
日
（日）
ま
で
に
体

育
保
健
課
（
　
　
２
５
９
１
）、

ま
た
は
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
・

　
　
７
０
０
０
）
へ
。�

市
で
は
、
平
成
１５
年
１
月
１３
日

（月）
に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。�

成
人
式
を
迎
え
る
人
の
中
か
ら

１６
名
の
方
が
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
、
心
に
残
る
成
人
式
に
し
た
い

と
一
生
懸
命
企
画
を
進
め
て
い
ま

す
。�本年

度
、
新
成
人
に
な
ら
れ
た

方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

就
職
・
進
学
等
の
事
情
で
、
現

在
、
小
野
市
に
住
民
票
の
な
い
方

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。�

つ
き
ま
し
て
は
、
小
野
市
に
住

民
票
の
な
い
方
（
昭
和
５７
年
４
月

２
日
か
ら
５８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

で
、
本
市
の
式
典
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
１２
月
２０
日
（金）
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
成
人
式
実
行
委

員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

　
　
２
４
４
５
）�

総
合
体
育
館
�

○�６３�

○�６３�

○�６３� ○�６２�

○�６２�

○�６２�

小
野
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ

小
野
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
�

（
小
野
市
綱
引
き
大
会
）

（
小
野
市
綱
引
き
大
会
）�

参
加
チ
ー
ム
募
集

参
加
チ
ー
ム
募
集
�

小
野
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
�

（
小
野
市
綱
引
き
大
会
）�

参
加
チ
ー
ム
募
集
�

�

ス
ポ
ー
ツ
�

小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
�

 
 
 

 
 
 
表
彰
に
つ
い
て

表
彰
に
つ
い
て
�

小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
�

 
 
 
表
彰
に
つ
い
て
�

プ
ー
ル
の
一
時
使
用
制
限

プ
ー
ル
の
一
時
使
用
制
限
�

プ
ー
ル
の
一
時
使
用
制
限
�

平
成
１４
年
度

成
人
式
�

平
成
１４
年
度

成
人
式
�
多
数
の
参
加
を

多
数
の
参
加
を
�

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
�

多
数
の
参
加
を
�

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
�
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～イライラ、せかせか。�
　　心のトゲトゲに気づいたら�
　　　ゆとりを持つことを忘れずに。～�
�

�教
育
相
談

教
育
相
談
・
�

　
　
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
�

教
育
相
談
・
�

　
　
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
�

第
２１
回
加
古
川
矯
正
展

加
古
川
矯
正
展
�

　
　
　
　（
刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会
）

（
刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会
）�

第
２１
回
加
古
川
矯
正
展
�

　
　（
刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会
）�

雇
用
保
険
の
保
険
料
率
が
�

変
わ
り
ま
す
！
�

ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス

ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
�

　
　
　
　
　
　
評
価
制
度

　
　
　
　
　
　
評
価
制
度
�

ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス

ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
�

　
　
　
　
　
　
評
価
制
度

　
　
　
　
　
　
評
価
制
度
�

ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
�

　
　
　
　
　
　
評
価
制
度
�

平
成
１５
年
新
年
交
歓
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

参
加
希
望
者
は
、
１１
月
２９
日
（金）

か
ら
１２
月
６
日
（金）
ま
で
の
間
に
、

所
定
の
用
紙
に
よ
り
、
会
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
平
成
１５
年
１
月
７
日
（火）

　
１１
時
開
会
�

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
大
研
修

室
�

▼
会
費
　
３,
０
０
０
円
�

▼
申
し
込
み
　
総
務
課
（
秘
書
担

当
）、
ま
た
は
商
工
会
議
所
へ
。�

▼
詳
細
　
総
務
課
（
秘
書
担
当
・

　
　
１
０
０
２
）�

市
役
所
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
度
を

評
価
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
「
ハ
ー

ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
評
価
制
度
」
を

実
施
し
ま
す
。�

こ
の
制
度
も
今
年
で
４
回
目
と

な
り
ま
す
。
多
く
の
方
か
ら
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
く

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
実
施
期
間
　
１１
月
１
日
（金）
か
ら

同
月
１５
日
（金）
ま
で
�

▼
評
価
制
度
　
あ
い
さ
つ
・
身
だ

し
な
み
・
言
葉
づ
か
い
・
態
度
・

説
明
・
環
境
の
６
項
目
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
５
点
満
点
で
評
価
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
評
価
対
象
　
原
則
と
し
て
、
市

内
す
べ
て
の
部
署
、
施
設
で
行
い

ま
す
。�

▼
記
入
方
法
　
評
価
用
紙
を
各
課
、

お
よ
び
施
設
ご
と
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
、
記
入
後
は

「
回
収
箱
」
に
投
函
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
事
係

（
　
　
３
６
１
５
）�

現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
や
雇
用

保
険
の
財
政
状
況
を
か
ん
が
み
、

雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
維

持
す
る
た
め
の
緊
急
的
な
措
置
で

す
。�一般

の
事
業
の
場
合
、
労
使
負

担
分
を
合
わ
せ
、
保
険
料
率
は
賃

金
総
額
の
１
０
０
０
分
の
１５
・
５

か
ら
１
０
０
０
分
の
１７
・
５
と
な

り
、
事
業
主
の
方
と
被
保
険
者
の

方
で
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
分
の
１

ず
つ
の
負
担
と
な
り
ま
す
。�

保
険
料
の
追
加
徴
収
分
に
つ
い

て
は
、
１２
月
中
旬
に
厚
生
労
働
省

か
ら
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

平
成
１５
年
１
月
３１
日
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

詳
し
く
は
、
兵
庫
労
働
局
、
ま

た
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

▼
日
時
　
１１
月
１６
日
（土）
・
１７
日
（日）

　
１０
時
か
ら
１６
時
（
１７
日
は
１５
時

３０
分
ま
で
）�

▼
場
所
　
加
古
川
刑
務
所
体
育
館

お
よ
び
周
辺
�

▼
内
容
　
①
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
（
応
接
セ
ッ
ト
、
木
工

家
具
、
漆
器
、
花
台
、
紳
士
靴
、

婦
人
靴
、
陶
器
、
台
所
洗
剤
、
醤

油
、
野
菜
な
ど
）、
②
矯
正
活
動

の
紹
介
、
③
各
種
模
擬
店
ほ
か
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
加
古
川
刑
務
所

作
業
課
（
 
０
７
９
４
 
３
４
８

４
）�

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
る
子
ど

も
の
教
育
相
談
な
ら
び
に
保
護
者

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、

い
じ
め
を
受
け
た
、
友
達
関
係
が

う
ま
く
い
か
な
い
、
落
ち
着
き
が

な
い
、
心
の
問
題
か
ら
身
体
に
症

状
が
出
て
い
る
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
予
約
受
付
日
時
　
月
曜
か
ら
金

曜
日
　
１０
時
３０
分
か
ら
１２
時
、
１３

時
か
ら
１６
時
３０
分
�

▼
受
付
窓
口
　
兵
庫
教
育
大
学
附

属
発
達
心
理
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

（
　
０
７
９
５
　
２
２
８
５
）�

下
東
条
中
地
区
の
下
水
道
整
備

に
伴
い
、
県
道
小
野
藍
本
線
の
舗

装
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
す
。�

１１
月
上
旬
か
ら
１２
月
上
旬
ま
で
、

工
事
期
間
中
「
通
行
止
」
に
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

特
に
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
工
務

第
１
係
（
 
 
１
０
０
４
）�

○�６３�

○�６３�

○�６３�

○�２４�

○�４４�

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）�

平
成
平
成
１５
年
新
年
交
歓
会

新
年
交
歓
会
�

平
成
１５
年
新
年
交
歓
会
�

農
業
集
落
排
水
事
業
に
伴
う
�

１０
月
１
日
か
ら
�

１０
月
１
日
か
ら
�

！�
１１
月
１
日
〜
１５
日
�

下
東
条
中
地
区
�

　
　
道
路
通
行
止
に
つ
い
て
�

「文化の日」や「勤労感謝の日」がある１１月は、「ゆと
り創造月間」です。この機会に、一度自分の生活を見
つめてみませんか。�

＜位置図＞�
至社�

至
船
木
町
�

下
東
条
�

　
小
学
校
�

千
歳
橋
�

主要地方道　神戸社線�

主要地方道　小野藍本線�

小野藍本線�

東条川�

迂回路�

迂
回
路
�

通
行
止
箇
所
�

小田橋�
東条川�

スタンド�

�

小
田
上
橋
�

小
田
上
町
�

至住吉町�

市道6305号線（農免）�

至中谷町�

至
東
条
町
�

曽根町�

通行止箇所�
時間（９：００～１７：００まで）�
日、祝を除く�
バス等の迂回路�
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小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

平
成
１５
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

職
員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
職
種
　
事
務
職
員
�

▼
採
用
予
定
人
数
　
１
名
�

▼
受
験
資
格
　
昭
和
５３
年
４
月
２

日
以
降
に
出
生
し
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
４
年
制
大
学
を
卒
業
、
ま

た
は
平
成
１５
年
３
月
に
卒
業
見
込

み
の
方
で
、
社
会
福
祉
士
の
有
資

格
者
、
ま
た
は
平
成
１４
年
度
社
会

福
祉
士
国
家
試
験
受
験
申
込
者
�

▼
受
付
期
間
　
１１
月
５
日
（火）
か
ら

同
月
１５
日
（金）（
た
だ
し
、
土
曜
、

日
曜
日
は
除
き
ま
す
）の
９
時
か

ら
１７
時
ま
で
。�

▼
試
験
日
　
１１
月
２４
日
（日）（
筆
記

試
験
、
面
接
試
験
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
小

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
地
階
・
 
 
２
５
７

５
）�

わ
が
ふ
る
さ
と
「
小
野
」
の
歴

史
を
も
っ
と
知
る
た
め
、
市
内
に

散
在
す
る
旧
跡
を
自
分
の
足
で
歩

い
て
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

今
回
は
、「
来
住
の
伝
承
を
訪

ね
て
」
と
題
し
て
、
来
住
地
区
に

あ
る
文
化
財
を
た
ど
り
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２４
日
（日）
　
１０
時
か

ら
１５
時
（
雨
天
中
止
）�

▼
集
合
場
所
　
来
住
小
学
校
（
Ｊ

Ｒ
小
野
町
駅
か
ら
西
に
８
０
０
ｍ
）�

▼
コ
ー
ス
　
来
住
小
学
校
（
集
合
）

↓
養
父
寺
↓
来
住
城
跡
↓
陣
塚
古

墳
↓
常
光
寺
（
昼
食
）、
八
十
八

箇
所
↓
赤
松
構
居
↓
塩
の
井
↓
鍬

渓
神
社
↓
小
野
町
駅
（
加
古
川
線

の
歴
史
）
↓
来
住
小
学
校
（
解
散
）

﹇
約
８
㎞
﹈�

※
コ
ー
ス
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。�

▼
参
加
料
　
一
人
２
０
０
円
（
当

日
、
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
）�

▼
持
参
物
　
弁
当
、
雨
具
、
敷
物
、

探
訪
証
明
書
（
な
い
方
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
）�

▼
申
し
込
み
先
　
小
野
市
観
光
協

会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
・
　

　
１
９
２
９
）�

※
当
日
受
付
も
可
能
。�

「
自
衛
隊
生
徒
」�

▼
応
募
資
格
　
中
学
卒
業
見
込
み

か
ら
１７
歳
未
満
の
男
子
�

▼
受
付
期
間
　
１１
月
５
日
（火）
か
ら

平
成
１５
年
１
月
７
日
（火）
�

▼
試
験
日
　
平
成
１５
年
１
月
１１
日

（土）
�

▼
詳
細
　
自
衛
隊
兵
庫
地
方
連
絡

部
青
野
原
分
駐
所
（
　
　
７
９
５

９
）�

募
　
　
集
�

○�６３�

○�６６�

○�６３�

小
野
市

小
野
市
�

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
�

小
野
市
�

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
�

第
３２
回
小
野
史
を

小
野
史
を
�

　
　
　
　
歩
く
会
参
加
者

　
　
　
　
歩
く
会
参
加
者
�

第
３２
回
小
野
史
を
�

　
　
　
　
歩
く
会
参
加
者
�

�

◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は１２時まで）�
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）�

お気軽にご相談ください�
市民相談　　生活上の問題�

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時�
◇ところ　市役所市民サービス課�

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】�
◇と　き　１１月２８日（木）　１０時３０分～１６時�
◇ところ　市役所市民サービス課�
※予約は毎月１日から受付します（１日が休日の場合は、翌日）�

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】�
◇と　き　１１月１３日（水）　 １３時３０分～１６時�
　　　　　１１月２７日（水）　 １３時３０分～１６時�
◇ところ　市役所市民サービス課�
※予約は毎月１日から受付します（１日が休日の場合は、翌日）�

人権行政相談　　人権や行政に関することなど�
◇と　き　１１月２０日（水）  １３時３０分～１５時３０分�
◇ところ　中央公民館３０２号�

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題�
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時�
◇ところ　市役所生活環境課�

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます�
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時�
◇ところ　教育委員会適応教室�

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど�
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

農地相談　　農地に関すること【予約制】�
◇と　き　１１月１３日（水）　１０時～１５時�
◇ところ　市役所第２庁舎第２会議室�

母子家庭相談　　生活上の悩みなど�
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

◇と　き　１１月１７日（日）　１０時～１２時�
◇ところ　中央公民館３０４号室�

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと�

◇と　き　１１月２１日（木）　１０時～１２時�
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」�

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みごと�

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど�
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時�
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８�

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】�
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時�
◇ところ　福祉事務所面接室�

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど�
◇と　き　毎週火・木曜日　１０時～１５時�
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６３－２５７４�

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供�

子育て相談　　子育てに関すること�
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）�
◇ところ　市立児童館「チャイコム」（子育て学習センター）　６２－７０２０�

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など�
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）�
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０�

自

衛

官

自

衛

官

�

自

衛

官

�

心
の
病
を
持
っ
た
人
た
ち
の
劇

を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。�

共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
す
会

で
は
、
精
神
障
害
を
お
持
ち
の
方

の
社
会
復
帰
活
動
を
支
援
し
、
精

神
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
創
作
劇
・
講
演
等
を
近
隣

の
市
町
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。�

京
都
の
共
同
作
業
所
「
友
輪
館
」

の
方
々
が
創
作
劇
「
西
遊
記
」
を

演
じ
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
２０
日
（水）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１６
時
（
開
場
１３
時
）�

▼
場
所
　
滝
野
町
文
化
会
館
�

▼
料
金
　
無
料
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
（
　
　

１
０
１
１
）�

精
神
障
害
者

精
神
障
害
者
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
�

精
神
障
害
者

精
神
障
害
者
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
�

精
神
障
害
者
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
�

平
成
１５
年
度
�

○�６３�
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〈
体
験
学
習
に
参
加
し
て
〉�

田
尻
明
日
香
さ
ん
（
河
合
中
３
年
）�

私
は
、「
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
」

に
初
め
て
行
き
ま
し
た
。
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
も
し
、
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
た
と
き
に
泣
か
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

実
際
に
抱
い
て
み
る
と
笑
っ
て
く

れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
抱
い

て
い
る
時
、
意
外
と
重
た
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ほ
っ

ぺ
た
や
手
足
が
と
て
も
ぷ
に
ぷ
に

し
て
い
て
、
と
て
も
か
わ
い
か
っ

た
で
す
。
お
母
さ
ん
に
子
育
て
の

悩
み
を
聞
い
た
り
も
し
ま
し
た
。

２
人
の
お
母
さ
ん
に
聞
い
た
け
ど
、

皆
さ
ん
と
て
も
大
変
そ
う
で
し
た
。

で
も
、
大
変
そ
う
に
し
な
が
ら
も

子
供
の
事
を
話
す
と
き
は
、
い
き

い
き
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見

て
、
や
っ
ぱ
り
親
は
子
供
が
と
て

も
か
わ
い
い
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
一
人
っ
子
だ
し
赤
ち
ゃ

ん
と
ふ
れ
合
う
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
こ
う
い
う
お
話
や
ふ
れ

合
う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と

思
う
。
こ
こ
で
体
験
し
た
楽
し
み

を
も
っ
と
味
わ
う
た
め
に
も
、
地

域
で
赤
ち
ゃ
ん
と
か
が
近
く
に
い

た
ら
や
さ
し
く
接
し
て
あ
げ
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。�

少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
む
な
か
、
日
常
生
活
の
中
で
乳
幼
児
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
中
学
生
に
”
命
の
尊
さ
“
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
始
め
た
体
験
学
習
も
今
年
で
１０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。�

今
年
も
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
市
内
３
中
学
校
の
生
徒
３５
名
、
１
小

学
校
の
５
名
が
４
か
月
児
健
診
や
６
か
月
児
教
室
等
に
参
加
し
ま
し
た
。�

▼
日
時
　
１１
月
２９
日
（金）

　

　
１４
時
か

ら
１５
時
３０
分
�

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�

▼
内
容
　
◎
講
話
「
高
齢
者
の
心

の
病
に
つ
い
て
」�

◎
情
報
交
換
会
�

講
師
　
精
神
科
医
師
�

▼
対
象
者
　
痴
呆
症
の
方
を
介
護

さ
れ
て
い
る
方
、
一
般
市
民
の
方
。�

▼
参
加
料
　
無
料
�

▼
申
し
込
み
　
１１
月
２５
日
（月）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。�

▼
日
時
　
１１
月
２５
日
（月）
　
１４�
時
か

ら
１５
時
�

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�

▼
内
容
　「
冬
に
多
い
子
ど
も
の

病
気
」�

▼
講
師
　
小
児
科
医
師
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�

早
期
発
見
は
、
年
１
回
の
定
期

検
診
と
月
１
回
の
自
己
検
診
が
大

切
で
す
。�

▼
検
診
日
程
　
１２
月
１１
日
（水）
、
１

月
２７
日
（月）
、
２
月
２６
日
（水）
、
３
月

１９
日
（水）
�

▼
受
付
時
間
　
１３
時
３０
分
か
ら
１４

時
�

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
�

▼
料
金
　
１,
０
０
０
円
（
７０
歳

以
上
は
無
料
）�

▼
申
し
込
み
　
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。�

「
赤
ち
ゃ
ん
、
と
っ
て
も
か
わ
い
い
ネ
」�

１
８
０
名
追
加
受
付
中
！
�

〜
３０
歳
か
ら
対
象
年
齢
〜
�

夏
休
み
（
８
月
２０
日
）
に
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
み

会
員
・
栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、小
学

生
の
男
の
子
・
女
の
子
（
２９
名
）
が

お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
人
形
劇
や
調
理
実
習

等
を
通
じ
て「
食
事
の
大
切
さ
・
料
理

を
作
る
楽
し
さ
」
を
体
験
し
、
家
族

が
ふ
れ
あ
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。�

〜
参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
〜
　
　

　
　
　
松
澤
　
育
未
さ
ん
（
小
１
）�

き
ょ
う
、
お
や
こ
り
ょ
う
り
き
ょ

う
し
つ
に
い
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
ぴ
ー

ま
ん
を
き
り
ま
し
た
。�

そ
の
つ
ぎ
に
も
や
し
を
き
っ
て
、

と
う
ふ
を
き
り
ま
し
た
。
た
ま
ね
ぎ

を
き
っ
て
い
る
と
き
を
み
た
ら
、
め

が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ

て
お
り
ょ
う
り
を
し
ま
し
た
。
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。�

〜
参
加
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
〜
�

　
　
　
　
　
　
中
田
　
智
子
さ
ん
�

家
で
は
な
か
な
か
時
間
や
気
持
ち

の
余
裕
が
な
く
、
親
子
で
料
理
と
い

う
時
間
を
も
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
う
し
て
教
室
に
来
て
み
る
と
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。�

包
丁
の
持
ち
方
ひ
と
つ
、
教
え
て

な
か
っ
た
な
と
反
省
も
し
ま
し
た
。

料
理
は
「
た
ら
の
ト
マ
ト
チ
ー
ズ
焼
き
」

が
簡
単
な
割
に
美
味
し
く
、
家
で
も

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
家
で
も
子
ど
も
と
料
理

を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。�

ほ
ほ
え
み
交
流
会

ほ
ほ
え
み
交
流
会
�

ほ
ほ
え
み
交
流
会
�

「親子で作ると楽しいヨ！」�
お
や
こ
料
理
教
室
�

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診
�

乳
が
ん
検
診
�

子
育
て
健
康
講
座

子
育
て
健
康
講
座
�

子
育
て
健
康
講
座
�

ク
ッ
キ
ン
グ
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

ク
ッ
キ
ン
グ
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
�

ク
ッ
キ
ン
グ
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
�

〜
思
春
期
　
　
　
　
　
体
験
学
習
〜
�

ふ
れ
あ
い
�

”
命
の
尊
さ

命
の
尊
さ
“
を
感
じ
て
…

を
感
じ
て
…
�

”
命
の
尊
さ
“
を
感
じ
て
…
�

”
命
の
尊
さ
“
を
感
じ
て
…
�
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�

◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。�
�
★母子健康手帳交付�
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター�
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。�
�
★未来のパパママ教室�
◇１２月６日（出産予定日が１５年３月・４月の方）�
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
�
★４か月児健康診査�
◇１１月１８日　１４年７月生まれの乳児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
�
★６か月児教室�
◇１１月２９日　１４年５月生まれの乳児�
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
（取り皿・スプーン・エプロン・三角巾持参）�
�★１歳６か月児健康診査�
◇１１月１１日　１３年５月生まれの幼児�
◇１２月２日　１３年６月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）�
（歯を磨いて行きましょう）�
�★２歳児教室�
◇１１月２５日　１２年１０月生まれの幼児�
　開始時間　９時４５分（終了時間１１時３０分）＝保健センター�
　１０時までにお越しください。�
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）�
�
★３歳児健康診査�
◇１１月 ５日　１１年 ９月生まれの幼児�
◇１２月１０日　１１年１０月生まれの幼児�
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター�
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）�
（歯を磨いて行きましょう）�
�
★母子健康相談&プレイルーム�
◇１１月２１日　受付時間　９時３０分～１０時３０分�
　＝保健センター�
�★こころの相談�
◇１１月２５日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所�
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉�
★一般健康相談�
◇１１月 １日・８日・１２月６日　１３時～１４時　�
　＝社健康福祉事務所（社保健所）〈予約制〉�
�
★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査�
◇１１月 ７日・１４日・１２月５日　１１時～１２時�
　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）　
　　　（社保健所）　　�
�
★ネコの引き取り�
◇１１月１１日・２５日・１２月２日　８時３０分～１０時�
　＝保健センター��
★献血�
◇１１月１４日　受付時間　１０時～１５時３０分　＝保健センター�
（成分献血をご希望の方は、事前に電話でご予約ください）�
�

�

３９７７�○�６３�

★診療時間は、午後６時から午後９時です。�
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）
　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。�

○�６３�
○�６３�

当 番 医 �

田 渕 医 院 �

坂 本 医 院 �

松本小児科医院�

小 野 寿 仙 病 院 �

曽 野 医 院 �

畑 田 内 科 医 院 �

赤 羽 目 医 院 �

依 藤 診 療 所 �

坂 本 医 院 �

町立東条診療所�

青 山 医 院 �

ひまわりクリニック�

岡 田 内 科 医 院 �

国立青野原病院�

復 井 診 療 所 �

土 井 病 院 �

依 藤 診 療 所 �

ま す む ら 医 院 �

まつい子どもクリニック�

松 尾 内 科 �

小島クリニック�

吉 川 医 院 �

柏 木 医 院 �

篠 原 医 院 �

清水内科クリニック�

月　日�

１１月１１日（月）�

　　　１２日（火）�

　　　１３日（水）�

　　　１４日（木）�

　　　１５日（金）�

　　　１６日（土）�

　　　１８日（月）

　　　１９日（火）�

　　　２０日（水）�

　　　２１日（木）�

　　　２２日（金）�

　　　２５日（月）�

　　　２６日（火）�

　　　２７日（水）�

　　　２８日（木）�

　　　２９日（金）�

　　　３０日（土）�

１２月２日（月）�

　　　　３日（火）�

　　　　４日（水）�

　　　　５日（木）�

　　　　６日（金）�

　　　　７日（土）�

　　　　９日（月）�

　　　１０日（火）�

住　所�

加東郡滝野町新町�

加東郡社町上中３丁目

加東郡社町社�

復 井 町 �

加東郡社町東古瀬�

黒 川 町 �

加東郡滝野町北野�

本 町 �

加東郡社町上中３丁目

加東郡東条町新定�

加東郡東条町吉井�

神 明 町 �

市 場 町 �

南 青 野 �

復 井 町 �

復 井 町 �

本 町 �

加東郡滝野町上滝野�

敷 地 町 �

黒 川 町 �

王 子 町 �

加東郡社町社�

船 木 町 �

粟 生 町 �

敷 地 町 �

電　話�

０７９５　０１６０�

０７９５　６６６０

０７９５　５１０５�

　２０２０�

０７９５　６２９９

　７５７５�

０７９５　５０５８

　００２８�

０７９５　６６６０

０７９５　００４８

０７９５　０３２１

　７２０９�

　７３６６�

　２２３３�

　７３１８�

　２１１９�

　００２８�

０７９５　０７０４�

　７３６６�

　０８８０�

　２７２７�

０７９５　０１０５�

　０１９９�

　２８１０�

　１００５�

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）�１０日までの分は�
前月号に掲載�

○�６３�

○�６３�

○�６６�

○�６２�

○�６３�

○�６３�
○�６４�
○�６４�

○�６７�
○�６５�

○�６２�

○�４８�

○�４８�

○�４８�

○�４２�

○�４６�
○�４６�

○�４２�
○�４２�

○�４２�

○�４２�
○�６６�

○�６６�

○�６６�
○�６２�

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。�
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。�

小島クリニック�

小 野 市 民 病 院 �

吉 川 医 院 �

伊 佐 治 医 院 �

小 野 市 民 病 院 �

公立社総合病院�

篠 原 医 院 �

小 野 市 民 病 院 �

清水内科クリニック�

公立社総合病院�

王 子 町 �

中 町 �

加東郡社町社�

神 明 町 �

中 町 �

加東郡社町家原�

粟 生 町 �

中 町 �

敷 地 町 �

加東郡社町家原�

　２７２７�

　 ２０２０�

０７９５　０１０５�

　 ７８８７�

　 ２０２０�

０７９５　５５１１�

　 ２８１０�

　 ２０２０�

　 １００５�

０７９５　５５１１�

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）�

月　日� 住　所� 電　話�当番医�
上・内科医�
下・外科医�

○�６４�
○�６３�

○�６３�
○�６３�

○�６３�
○�６２�

○�６５�

○�４２�

○�４２�

○�４２�

１１月１７日（日）�

１１月２３日（祝）

１１月２４日（日）

１２月１日（日）

１２月８日（日）�
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整備後の王塚古墳�

発掘された出土品�

前
回
の
ふ
れ
あ
い
会
か
ら
�

好
古
館
が
開
館
し
て
、
早
や
１３

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
重
要
文
化
財

資
料
を
含
む
貴
重
な
資
料
の
寄
贈
、

寄
託
を
受
け
て
き
ま
し
た
。�

ま
た
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

考
古
資
料
も
多
量
に
保
管
を
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
ま
す
。�

昭
和
２７
年
の
夏
、
王
塚
古
墳
の

土
取
り
で
破
壊
が
は
じ
ま
っ
た
た

め
、
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
が

兵
庫
県
の
依
頼
で
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
横
穴
式
石
室
か
ら

鏡
・
甲
胄
・
剣
・
刀
・
刀
子
・
鉄

鏃
等
の
鉄
製
品
が
多
量
に
出
土
し
、

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。�

こ
の
出
土
し
た
遺
物
が
５２
年
間
、

小
野
市
を
離
れ
京
都
大
学
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

平
成
７
年
、
よ
う
や
く
故
郷
の

小
野
市
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
出
土
品
を
修
理
・

復
元
し
た
の
が
左
の
写
真
で
す
。�

こ
の
現
物
に
つ
い
て
は
、平
成
１２

年
度
の
館
蔵
名
品
展
で
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、今
後
、一
日
も
早

く
、
誰
も
が
何
時
で
も
見
ら
れ
る

展
示
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

国
際
交
流
協
会
で
は
、
語
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
市
内
在
住
外
国
人
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
、
国
際
理
解
の

場
を
提
供
す
る
た
め
、「
第
４
回

ふ
れ
あ
い
会
」
を
開
催
し
ま
す
。�

今
回
は
、
１０
月
開
講
の
日
本
語

教
室
（
国
際
交
流
協
会
主
催
）
の

生
徒
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
る
予

定
で
す
。�

内
容
は
、
市
役
所
か
ら
ひ
ま
わ

り
の
丘
公
園
ま
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
あ
と
、
公
園
内
で
持
参
の
昼

食
を
食
べ
交
流
を
深
め
、
餅
つ
き

や
フ
ッ
ト
サ
ル
、
大
縄
と
び
な
ど

楽
し
い
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

帰
路
で
は
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
す
。�

市
民
の
方
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局

ま
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。�

▼
日
時
　
１２
月
８
日
（日）
　
１１
時
市

役
所
前
集
合
�

▼
参
加
料
　
無
料
�

▼
服
装
　
運
動
の
し
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
持
ち
物
　
お
弁
当
、
水
筒
�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
内
・
　
　
１
０
１
３
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
　
１
０
４
７
）�

さ
ん
ぽ
で
コ
ン
パ
〜
歩
き
な
が

ら
友
達
を
作
ろ
う
〜
を
テ
ー
マ
に
、

今
ま
で
と
ひ
と
味
違
う
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
を
開
催
！
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ゲ
ー
ム

大
会
や
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
。「
友
達
を
作
ろ
う
！
」

「
人
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
」
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
…
ひ
ま
わ
り
の
丘

公
園
に
全
員
集
合
！
�

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
に
乞
う
ご
期
待
！
�

▼
日
時
　
１１
月
２３
日
（土）
　
１０
時
３０

分
か
ら
�

▼
集
合
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
　
多
目
的
広
場
�

▼
コ
ー
ス
　
共
進
牧
場
方
面
�

〒６７５－１３８０　小 野 市 王 子 町８０６－１�
ＴＥＬ０７９４（６３）１０１３　ＦＡＸ０７９４（６３）１０４７�
ホームページアドレス　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ�

�
人　口　５０,４９２人（前月比－２２人）�
　男　　２４,７６０人　　　　女　　２５,７３２人�
世帯数　１６,５４０世帯　　面　積　９３．８４�

１０月１日現在�

ｋｍ�
２�

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課�

ま ち の 動 き � ○�６３�

○�６３�

好古館�
と�

文化財�

好古館�
と�

文化財�

考
古
資
料
シ
リ
ー
ズ
①�

王
塚
古
墳
の
考
古
資
料�

出
土
品
の
さ
と
か
え
り�

あ
な
た
も
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
！
�

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
で
�

 
 
さ
ん
ぽ
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
で
コ
ン
パ
開
催
！
�

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
で
�

 
 
さ
ん
ぽ
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
で
コ
ン
パ
開
催
！
�

〝
て
く
て
く
ま
っ
ぷ
〞
で
お
の
新
発
見
！
�

〝
て
く
て
く
ま
っ
ぷ
〞
で
お
の
新
発
見
！
�

１１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
�

１１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
�
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